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第１章 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

外国人住民の意識や生活実態を把握するとともに、市政に対する評価、これからのまちづく

りに対するニーズ等を統計的に把握し、市政運営の基礎資料とします。 

 

２ 調査の方法 

（１）調査対象 

令和２年 11 月 1 日現在、市内在住外国人で満 18 歳以上の住民（特別永住者除く）か

ら抽出した 1,500 人 

（２）抽出方法 

無作為抽出 

（３）調査方法 

郵送による調査票の配布・回収、WEB 調査による回答 

（４）調査期間 

令和３年 1 月 20 日（水）～令和３年２月 11 日（木） 

（５）調査票の言語 

ポルトガル語、中国語、タガログ語、ベトナム語、インドネシア語、英語【すべての言

語に日本語（ふり仮名つき）対訳付き】 

 

３ 調査項目 

本調査における調査項目は以下のとおりであり、調査票の設問の順番に記載しています。 

〇回答者の属性に関するもの ····················· 7 問 

〇日本での居住と家族に関するもの ·················· ５問 

〇日常の不安や人づきあいに関するもの ················ ７問 

〇日ごろの活動に関するもの ····················· ４問 

〇住みやすさとまちづくりの評価に関するもの ············· ４問 

〇日本語能力や学習状況に関するもの ················· ４問 

〇仕事に関するもの ························· 4 問 

〇防災に関するもの ························· ７問 

〇情報・サービスに関するもの ···················· ５問 

〇消防・救急に関するもの ······················ 4 問 

〇税金に関するもの ························· 2 問 

〇その他  ······························ ２問 
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４ 回収結果 

（１）標本数    1,500 人 

（２）実対象者数  1,481 人 標本数から未着（宛先不明で戻ってきたもの）を除いた数 

（３）回収数     713 票  紙：428 票、WEB：285 票 

（４）回収率     48.1％ 

（５）国籍別回収結果 

国籍別回収結果（アンケート票選択肢順） 

国籍 標本数 未着 
今回調査（R２） （参考）前回調査（H28） 

実対象者数 回収数 回収率 実対象者数 回収数 回収率 

ブラジル 537 5 532 272 51.1% 517 101 19.5％ 

中国 227 4 223 117 52.5% 290 73 25.2％ 

ベトナム 252 4 248 114 46.0% 97 24 24.7％ 

フィリピン 181 2 179 107 59.8% 184 53 28.8％ 

韓国 26 0 26 13 50.0% 22 11 50.0％ 

インドネシア 61 1 60 19 31.7% 78 24 30.8％ 

ペルー 57 0 57 16 28.1% 66 14 21.2％ 

ネパール 49 0 49 8 16.3% 67 7 10.4％ 

タイ 39 3 36 12 33.3% 48 8 16.7％ 

ミャンマー 13 0 13 5 38.5% Ü Ü Ü 

その他 58 0 58 24 41.4% 74 2６ 35.1％ 

国籍不明 Ü Ü Ü ６ Ü Ü 1 Ü 

計 1,500 19 1,481  713 48.1% 1,443 342 23.7% 

                                  ※H28 標本数=1,500 

 

５ アンケート回収数からの標本誤差について 

統計調査のなかで、調べたい対象全体を調べる（悉皆調査）のではなく、標本すなわち調査

対象である世帯や個人、施設などを一部抽出・選定して実施される調査を標本調査と言います。

この標本調査では、調査した対象が、全体とは必ずしも一致しないことに起因する標本誤差と

いうものが存在します。すなわち、標本調査の結果として統計表などに示されている結果数値

は、この標本誤差を含んだものとして見る必要があります。 

標準誤差は、無作為標本調査による推計結果値が真の値からどのくらい離れているかの幅を

示す数値です。 

 

無作為抽出により実施した標本調査では、推計値の前後にそれぞれ標準誤差の２倍の値をと

ると、真の値は約 95 パーセントの確率でこの幅の中にあると言えるという性質があります。 

誤差の大きさは、抽出の方法（無作為抽出の方法という意味）や調査対象とした集団の性質

など、様々な要因により影響を受けますが、最も関連性を持つのが「標本数の大きさ」、すなわ

ち、調査の客体としたサンプル数です。例えば、同一の調査、同一の項目においては、サンプ

ル数が多い程、標準誤差は小さくなり、逆にサンプル数が少ない程標本誤差は大きくなります。 
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一般的には、標本誤差を小さくなるようにしたほうが、推計値の精度が上がることから、標

本誤差の観点からは、サンプル数を増やして調査を行うほうが望ましいことになりますが、サ

ンプル数が増加すると調査の手間や経費などが増加するため、むやみにサンプル数を増やすわ

けにはいきません。 

従って、サンプル数の決定は、誤差の大きさとコストなどとの兼ね合いということになりま

す。その標本調査の推計値の標本誤差をどの程度におさめて、サンプル数をいくつにするかと

いうのが、標本調査の企画における重要な部分になりますが、これを「標本設計」とよんでい

ます。国が実施している調査では、見たい項目についての誤差の程度、標準誤差（信頼性）率

を５パーセント程度におさめるようにする設計が行われているのが多くなっています。 

 

標本誤差は下記の式で得られ、①比率算出の基数（ｎ）、②回答の比率（ｐ）によって誤差幅

が異なります。 

 

標本誤差＝± 2ඨ
𝑁 − 𝑛

𝑁 − 1
×
𝑝(1 − 𝑝)

𝑛
 

 
※今回のアンケート調査におけるＮ＝母数集団は 13,948 人としています。 

 

そこで、本調査の標本誤差については、サンプル数が 1,500、回答者数が 713、回収率は

48.1％であり、これを上記の式にあてはめて計算すると、次表のようになります。 

表中の値は、もし仮に母集団の全員（この場合は外国人全員=13,948 人）を調査した場合

に得られる結果（真の値）が標本調査で得られる結果に対して、どの程度の範囲にあると推定

されるかを示しています。 

例えば、ある設問に対しての回答が 50％であったとすると、測定値 50 の 1/2 幅は 3.6％

ですから、46.4～53.6％の間に真の値があると推定できます。また、ある設問に対しての回

答が 10％であったとすると、測定値 10 の 1/2 幅は 2.2％ですから、7.8～12.2％の間に真

の値があると推定できることになります。 

 

測定値（％） 信頼区間の 1/2 幅 

50 3.6% 
45・55 3.6% 
40・60 3.6% 
35・65 3.5% 
30・70 3.3% 
25・75 3.2% 
20・80 2.9% 
15・85 2.6% 
10・90 2.2% 
5・95 1.6% 

今回の調査では、上の表のとおり、標本誤差率はおおよそ４パーセント内に納まっていま

す。前述のとおり、国が実施する調査における設計基準（標本誤差率５パーセント）よりも

本調査のほうが低いことから、有効であるといえます。 

 

Ｎ＝母数集団（豊田市の 18 歳以上人口） 

ｎ＝比率算出の基数（回答者数） 

ｐ＝回答の比率（％） 
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    ただし、ｎ数が 10 以下であるカテゴリについては、有意性が低いと考えられ、あくまで

参考値として掲載していますので、留意が必要です。 

    

 ※統計学では、最低の優位性を保つ標本数は 30（最大誤差 14.3%）程度といわれていま

すが、実験の種類によっては、最低必要標本数を 3 や５、10 とするケースもあり、様々で

す。本調査においては、あくまで参考値となる標本数のラインを 10 としています。これは、

その質問に回答をした人の 95％が誤差 24.8%以内に収まるラインです。しかし、最大

24.8%の誤差は考えによっては大きいため、「参考値」として掲載しています。 

 

６ 結果の表示方法及び比較調査について 

（１）結果の表示方法 

〇問題文の前に記載している問番号は、調査票における設問番号を示しています。 

〇図中の構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は必ずしも

100.0％にはならないことがあります。 

〇複数回答の場合の構成比（％）の合計は 100％を超えています。 

〇設問・選択肢などの表現は、意味が変わらない程度に一部簡略化している場合がありま 

す。 

 

（２）比較調査 

①前回調査 

文中やグラフ中の「前回調査（H28）」は、平成 28 年 11 月 1 日現在、市内に外国人

登録している満 18 歳以上の方を対象に実施した「第３回外国人住民意識調査」の調査結

果を指します。 

②市民意識調査 

文中やグラフ中の「市民意識調査（R１）」は、令和元年７月末現在、市内在住３カ月

以上の満 18 歳以上の方を対象に実施した「第 22 回市民意識調査」の調査結果を指し

ます。 
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７ 設問別の比較分析及びクロス集計一覧 

（１）回答者の属性 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民 
意識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問１ 性別 ○ ○ 問３ 国籍別 

問２ 年齢 ○ ○ 問３ 国籍別 

問３ 国籍 ○ ― ― 

問４ 生まれた国 ○ ― 問３ 国籍別 

問５ 在留資格 ○ ― 問３ 国籍別 

問６ 居住地区（中学校区） ○ ○ 問３ 国籍別 

問７ 住居の種類 ○ ○ 問３ 国籍別 

 

（２）日本での居住と家族について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民 
意識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問８ 日本での居住年数（合
計） 

○ ― 問３ 国籍別 

問８-１ 豊田市での居住年数
（合計） 

○ ○ 問３ 国籍別 

問９ 豊田市での今後の居住
予定年数 

○ ― 問３ 国籍別、問５ 在留資格別 

問 10 家族構成 ○ ○ 問３ 国籍別 

問 11 充実して欲しい外国人
に関する行政の取組 

○ ― 
問３ 国籍別、問６ 居住地区（中学
校区）、問５ 在留資格別 
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（３）日常の不安や人づきあいについて 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民 
意識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 12 現在の悩みや将来の不
安の有無 

― ― 問３ 国籍別 

問 12-1 現在の悩みや将来の
不安の内容 

○ ― 問３ 国籍別、問 22 日本語能力 

問 13 日本人との交流の状況 ○ ― 
問３ 国籍別、問８-１ 豊田市での
居住年数 

問 13-1 日本人と仲良くなっ
たきっかけ 

○ ― ― 

問 14  日本人とのコミュニケ
ーションギャップを感じるか 

― ―  
問３ 国籍別、問８-１ 豊田市での
居住年数 

問 14-1 コミュニケーション
ギャップを感じる内容 

― ―  問３ 国籍別 

問 15 日本人の友好度 ○ ― 問３ 国籍別、問 22 日本語能力 

 

（４）日ごろの活動について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民 
意識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 16 地域活動への参加状況 ○ ○ 
問３ 国籍別、問８-１ 豊田市での
居住年数、問 22 日本語能力 

問 16-１ 地域活動に積極的に
参加しない理由 

○ ― 問３ 国籍別 

問 17 国際交流活動への参加
状況 

〇 ○ 
問１ 性別、問２ 年齢別、問３ 国
籍別 

問 18 支援者として行政に協力
できること 

― ― 
問３ 国籍別、問 22 日本語能力、
問５ 在留資格別、問６ 居住地区
（中学校区） 

  



第１章 調査の概要 

7 

（５）住みやすさとまちづくりの評価について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 19 豊田市の住みよさ ○ ○ 問３ 国籍別 

問 20 生活環境の満足度 ○ ― 問３ 国籍別、問６ 居住地区 

問 20-1 どんな点で満足して
いるか 

○ ― 問３ 国籍別 

問 21 今後力を入れてほしい
まちづくりの取組 

○ ― 問３ 国籍別、問５ 在留資格別 

 

（６）日本語能力や学習状況 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 22 日本語能力 
○ ― 

問３ 国籍別、問５ 在留資格別、 
問８ 日本での居住年数 

 ① 聞 く  ② 話 す  ③ 読 む 
④書く 

問 22´ 日本語能力総合点 ○ ― 
問３ 国籍別、問５ 在留資格別、問
８ 日本での居住年数 

問 23 日本語を勉強している
場所 

〇 ― 
問３ 国籍別、問 22´ 日本語能力
総合点別、問６ 居住地区（中学校
区） 

問 23-１ 日本語を勉強してい
ない理由 

〇 ― 
問３ 国籍別 
問 22 日本語能力総合点別 

問 24 どんな時に日本語で困
るか 

○ ― 
問３ 国籍別、問８ 日本での居住
年数 
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（７）仕事について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 25 仕事の業種 ○ ― 
問３ 国籍別、問５ 在留資格別、
問 22´日本語能力総合点 

問 25-１ 仕事の就業形態 ○ ― 
問３ 国籍別、問５ 在留資格別、問
22´日本語能力総合点 

問 25-２ 求職中（失業中）の
期間 

○ ― ― 

問 25-３ 現在の仕事に満足し
ているか 

○ ― 
問３ 国籍別、問５ 在留資格別、
問 22´日本語能力総合点 

 

（８）防災について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 26 避難場所や行動の把握 ― ― 問３ 国籍別 

問 27 災害対策の実施状況 ○ ― 
問３ 国籍別、問６ 居住地区（中
学校区）、問７ 住居の種類 

問 27-1 災害対策をしていな
い理由 

○ ― 問３ 国籍別 

問 28 災害時に頼る人 ― ― 
問３ 国籍別、問 22´日本語能力総
合点 

問 29 災害時に頼る場所 ― ― 
問３ 国籍別、問６ 居住地区（中
学校区） 

問 30 参加したい防災訓練や講
習会の内容 

― ― 問３ 国籍別 

問 31 災害時に情報を入手す
る手段 

― ○ 問３ 国籍別 
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（９）情報・サービス 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 32 生活情報の入手方法 ○ ― 問３ 国籍別 

問 32-1 使用するＳＮＳの種
類 

― ― 問３ 国籍別 

問 33 充実してほしい情報提
供の内容 

○ ― 問３ 国籍別 

問 34 制度・支援サービスの認
知度 

○ ― 
問３ 国籍別、問８-１ 豊田市での
居住年数 

問 35-1～24 知っている、行っ
たことがある観光地・施設等 

― ― ― 

 

（10）消防・救急について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 36 119 番通報時に５か国
語に対応できる「多言語コール
センター」を知っているか 

〇 ― 問３ 国籍別 

問 36-1 消防車や救急車が必
要な場合の対応 

〇 ― 問３ 国籍別 

 

（11）税金について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 37 住民税の制度について知
っているか 

〇 ― 問３ 国籍別 

問 37-1 出国時、納税管理人を
指定する必要があることを知
っているか 

〇 ― 問３ 国籍別 
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（12）その他について 

R２ 

今回（第４回）の設問 

比較分析 

クロス集計 
H28 

第３回 
外国人住民意

識調査 

R１ 
第 22 回 

市民意識調査 

問 38 新型コロナウイルスの影
響により困っていることはある
か 

― ― 問３ 国籍別 

問 38-1 困っている内容 ― ― 問３ 国籍別 
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44.5%

52.9%

33.3%

54.4%

21.5%

50.5%

54.4%

47.1%

66.7%

44.7%

77.6%

48.5%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%
0.9%

0.9%
1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

男性 女性 それ以外 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝

第２章 回答者の属性 

 

１ 性別 

問 1 あなたの性別を教えてください。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「男性」が 44.5％、「女性」が 54.4％で、女性が男性を上回っています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べると、「女性」が低くなっており、「男性」が高くなっています。市民意識調査

と比べると「女性」が高くなっています。 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「男性」が、ブラジルでは 52.9％、ベトナムでは 54.4％、その他では 50.5％

と高くなっています。一方、「女性」が、中国では 66.7％、フィリピンでは 77.6％と高くな

っています。 

  

44.5%

44.2%

45.9%

54.4%

55.3%

50.0%

0.0%

0.6%

0.3%

1.1%

0.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

市民意識調査（R１）

男性 女性 それ以外 回答なし

ｎ＝

713

3,639

342

ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝

性別（国籍別） 

性別 

（R2） 
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２ 年齢 

問 2 あなたの年齢を教えてください。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○回答者の年齢は、「18～19 歳」が 1.4％、「20～29 歳」が 24.1％、「30～39 歳」が 28.6％、

「40～49 歳」が 22.6％となっています。50 歳以上は 22.6％です。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「18～19 歳」が 0.6 ポイント、「40～49 歳」が 2.8 ポイント、「60

～69 歳」が 0.2 ポイント低くなっています。一方で、「20～29 歳」が 0.4 ポイント、「30

～39 歳」が 1.1 ポイント、「50～59 歳」が 1.2 ポイント、「70 歳以上」が 0.8 ポイント高

くなっています。 

○市民意識調査と比較すると、50 歳未満が高くなっており、市民意識調査では 39.8％である

のに対して、本調査では 76.7％となっています。一方、50 歳以上は市民意識調査では 56.6％

であるのに対して、本調査では 22.6%と低くなっています。 

 

 

 

  

1.4%

2.0%

24.1%

23.7%

28.6%

27.5%

22.6%

25.4%

16.4%

15.2%

4.8%

5.0%

1.4%

0.6%

0.7%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上 回答なし

ｎ＝

342

713

1.8%

3.7% 4.9% 5.6% 7.3% 8.7% 7.8% 9.0% 7.8% 8.7% 8.2% 10.7% 6.5% 5.7% 3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民意識調査（R１）

18-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳

55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 回答なし

3,639

ｎ＝

年齢 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルは 40 歳以上が 59.2％と年齢層が高くなっています。また、フィ

リピンでも 40 歳以上が 53.3％と高くなっています。ベトナムやその他では 40 歳未満が高

く、ベトナムでは 97.4％、その他では 57.7％となっています。 

 

 

３ 国籍 

問 3 あなたの国籍を教えてください。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「ブラジル」が 38.1％と最も高く、次いで「中国」が 16.4％、「ベトナム」が 16.0％と続

いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「ベトナム」が 9.0 ポイント、「ブラジル」は 8.6 ポイント高くなっ

ています。一方、「中国」は 4.9 ポイント、「インドネシア」は 4.3 ポイント低くなっていま

す。 

 

 

  

1.4

1.5

0.9

1.8

0.0

3.1

24.1

13.2

16.2

60.5

17.8

29.9

28.6

26.1

32.5

35.1

29.0

24.7

22.6

24.6

33.3

1.8

31.8

18.6

16.4

24.3

10.3

0.9

19.6

17.5

4.8

8.1

6.0

0.0

1.9

3.1

1.4

2.2

0.9

0.0

0.0

3.1

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

18-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上 回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114

38.1% 16.4% 16.0% 15.0%

1.8%

2.7%

2.2%

1.1%

1.7%

0.7%

3.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

ブラジル 中国 ベトナム フィリピン 韓国 インドネシア

ペルー ネパール タイ ミャンマー その他 回答なし

ｎ＝

713

29.5% 21.3% 7.0% 15.5% 3.2% 7.0% 4.1%

2.0%

2.3%

0.9%

6.7%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（H28）

ブラジル 中国 ベトナム フィリピン 韓国 インドネシア

ペルー ネパール タイ アメリカ その他 回答なし

ｎ＝

342

年齢（国籍別） 

国籍 

（R2） 
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4.8%

6.3%

1.7%

2.6%

2.8%

8.2%

86.8%

88.6%

90.6%

85.1%

95.3%

73.2%

7.3%

4.4%

6.0%

12.3%

0.9%

18.6%

1.1%

0.7%

1.7%

0.0%

0.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本 あなたの国籍の国 その他の国 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

４ 生まれた国 

問４ あなたが生まれた国はどこですか？（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「あなたの国籍の国」が 86.8％と最も高く、次いで「その他の国」が 7.3％、「日本」が 4.8％

となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「あなたの国籍の国」が５ポイント低くなっています。一方で「日本」

が３ポイント、「その他の国」が 1.7 ポイント高くなっています。 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○ブラジル、中国、ベトナム、フィリピンともに「あなたの国籍の国」が 85.0％を超え高くな

っています。その他においても「あなたの国籍の国」が 73.2％と高くなっています。 

 

 

  

4.8%

1.8%

86.8%

91.8%

7.3%

5.6%

1.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

日本 あなたの国籍の国 その他の国 回答なし

713

ｎ＝

342

生まれた国（国籍別） 

生まれた国 

（R2） 



第２章 回答者の属性 

15 

41.0% 18.5% 7.7% 2.1% 11.5%

0.0%

4.3% 8.4%

1.3% 1.3%

2.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

在留資格

永住者 特別永住者 定住者 日本人の配偶者等

永住者の配偶者等 技能実習 留学 家族滞在

技術・人文知識・国際業務 特定活動 特定技能 その他

回答なし

ｎ＝

713

ｎ＝

713

５ 在留資格 

問５ あなたの在留資格を教えてください。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○回答者の在留資格については、「永住者」が 41.0％と最も高く、次いで「定住者」が 18.5％、

「技能実習」が 11.5％と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「定住者」が 6.8 ポイント高くなっており、一方で、「永住者」が 5.8

ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.8%

0.3%

11.7% 7.3% 3.8% 11.4%

0.9%

4.4% 7.3%

1.2% 3.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

永住者 特別永住者 定住者 日本人の配偶者等

永住者の配偶者等 技能実習 留学 家族滞在

技術・人文知識・国際業務 特定活動 その他 回答なし

ｎ＝

342

本調査 

（R2） 
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41.0%

54.8%

51.3%

3.5%

44.9%

46.2%

5.3%

68.8%

25.0%

37.5%

18.5%

33.5%

3.4%

0.9%

23.4%

10.5%

31.3%

8.3%

4.2%

7.7%

2.6%

14.5%

2.6%

14.0%

38.5%

5.3%

12.5%

8.3%

20.0%

12.5%

2.1%

1.1%

0.9%

3.7%

25.0%

40.0%

4.2%

11.5%

4.3%

53.5%

3.7%

36.8%

16.7%

40.0%

4.2%

4.3%

3.3%

4.3%

8.8%

1.9%

25.0%

8.3%

8.3%

8.4%

16.2%

26.3%

3.7%

7.7%

16.7%

16.7%

1.3%

0.7%

0.9%

1.8%

1.9%

12.5%

4.2%

1.3%

1.8%

21.1%

25.0%

8.3%

2.2%

1.8%

0.9%

2.8%

21.1%

8.3%

8.3%

1.7%

2.2%

3.4%

0.9%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

韓国

インドネシア

ペルー

ネパール

タイ

ミャンマー

その他

永住者 特別永住者 定住者

日本人の配偶者等 永住者の配偶者等 技能実習

留学 家族滞在 技術・人文知識・国際業務

特定活動 特定技能 その他

回答なし

117

272

107

13

713

ｎ＝

114

16

19

8

12

5

24

16

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、人数の多いブラジル、中国、フィリピンともに「永住者」が最も高く、特に

ブラジルは 54.8％と高くなっています。 

    （※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

在留資格（国籍別） 
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22.3

6.3

5.9

4.9

4.8

4.3

3.5

3.5

2.9

2.5

29.0

10.0

16.1

4.7

6.4

7.0

3.8

5.3

5.3

6.4

4.4

3.8

23.4

13.5

3.1

5.1

6.5

4.9

4.6

6.0

5.1

5.3

3.1

3.1

47.8

5.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

保見

高橋

逢妻

崇化館

美里

豊南

竜神

末野原

猿投台

若園

その他

回答なし

本調査 前回調査（H28） 市民意識調査（R1）

ｎ＝
本調査（Ｒ２） 713

前回調査（H28） 342

市民意識調査（R１） 3,639

６ 居住地区 

問６ あなたは現在どこに住んでいますか。 

 

１）全体集計結果 

○居住地区（中学校区）は、「保見」が 22.3％と最も高く、次いで「高橋」が 6.3％、「逢妻」

が 5.9％と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「保見」が 6.2 ポイント、「高橋」が 1.6 ポイント、「美里」が 1.0 ポ

イント高くなっています。一方、「保見」「高橋」「美里」「その他」を除いた居住地区ではポイ

ントが低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

居住地区（中学校区） 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルの 48.5％が「保見」に住んでいます。また、中国では「高橋」に 12.0％、「朝日丘」に 10.3％、「豊南」に 9.4％住ん

でおり、ベトナムでは「上郷」に 12.3％、「竜神」、「若宮」にそれぞれ 11.4％、フィリピンでは「高岡」に 10.3％、「美里」に 8.4％住んでいま

す。 

 

 

 

 

 

居住地区（中学校区）（国籍別） 

1
8
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７ 住居の種類 

問７ あなたは、現在どのような家に住んでいますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○住居の種類は、「民間の賃貸住宅」が 26.４％と最も高く、次いで「県営住宅、市営住宅」が

18.1％、「持ち家（一戸建て住宅）」が 16.1％と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「公団住宅」が 6.7 ポイント高くなっています。 

〇市民意識調査と比較すると、「持ち家（一戸建て）」が 57.8 ポイント低くなっています。 

 

 

  

18.1%

19.9%

14.9%

8.2%

26.4%

26.6%

13.2%

17.8%

16.1%

15.8%

8.1%

8.5%

2.5%

2.0%

0.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

県営住宅、市営住宅 公団住宅 民間の賃貸住宅

学生寮、会社の社宅・社員寮 持ち家（一戸建て住宅） 持ち家（マンション）

その他 回答なし

ｎ＝

713

342

73.9% 6.8%

0.7%

10.7%

2.0%

1.7%

0.8%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民意識調査（R１）

持ち家（一戸建） 持ち家（分譲マンション）

借家（民間一戸建） 借家（民間アパート、マンション）

公団住宅 官公舎、社宅、寮

その他 回答なし

ｎ＝

3,639

住居の種類 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルは「県営住宅・市営住宅」が 27.2％、中国は「民間の賃貸住宅」

「持ち家（一戸建て住宅）」がそれぞれ 28.２%、ベトナムは「学生寮、会社の社宅・社員寮」

が 35.1%、フィリピンは「民間の賃貸住宅」が 46.7%とそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

18.1%

27.2%

20.5%

6.1%

6.5%

15.5%

14.9%

26.5%

1.7%

14.9%

8.4%

5.2%

26.4%

19.9%

28.2%

19.3%

46.7%

27.8%

13.2%

1.8%

12.0%

35.1%

14.0%

20.6%

16.1%

16.9%

28.2%

2.6%

15.0%

16.5%

8.1%

6.3%

8.5%

14.9%

6.5%

7.2%

2.5%

1.1%

0.9%

5.3%

1.9%

6.2%

0.7%

0.4%

0.0%

1.8%

0.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

住居の種類（国籍別）

県営住宅、市営住宅 公団住宅 民間の賃貸住宅

学生寮、会社の社宅・社員寮 持ち家（一戸建て住宅） 持ち家（マンション）

その他 回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114
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第３章 日本での居住と家族について 

 

１ 日本での居住年数 

問８ あなたは今まで、何年日本に住んでいますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本での居住年数は、「１年以上５年未満」が 29.9%と最も高く、次いで「10 年以上 20 年

未満」が 28.9%と続いています。一方、「１年未満」は 1.0%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「30 年以上」が 4.7 ポイント高くなっています。一方、「１年未満」

が８.１ポイント低くなっています。 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国、フィリピンは「10 年以上 20 年未満」が最も高く、ベト

ナム、その他では「１年以上５年未満」が最も高くなっています。 

 

  

1.0%

9.1%

29.9%

23.7%

15.6%

16.1%

28.9%

28.4%

17.0%

20.2%

6.5%

1.8%

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 回答なし

713

ｎ＝

342

1.0%

1.1%

0.9%

1.8%

0.0%

1.0%

29.9%

16.5%

17.9%

78.1%

17.8%

39.2%

15.6%

11.8%

19.7%

14.0%

27.1%

11.3%

28.9%

31.3%

43.6%

5.3%

41.1%

20.6%

17.0%

29.4%

13.7%

0.9%

4.7%

16.5%

6.5%

7.7%

4.3%

0.0%

9.3%

8.2%

1.3%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本での居住年数（国籍別）

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114

日本での居住年数 

（R2） 
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２ 豊田市での居住年数 

問８-１ 豊田市には、（合計で）何年間住んでいますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○豊田市での居住年数は、「１年以上５年未満」が 41.7%と最も高く、次いで「10 年以上 20

年未満」が 20.5%、「５年以上 10 年未満」が 17.3%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「１年以上５年未満」が 7.5 ポイント高くなっています。一方、「１年

未満」は 9.4 ポイント低くなっています。 

○市民意識調査と比較すると、「１年以上５年未満」が 33.3 ポイント高くなっています。また、

「５年以上 10 年未満」は 10.1 ポイント、「10 年以上 20 年未満」は 6.2 ポイント高くな

っています。一方、20 年以上住んでいる人は 52.５ポイント低くなっています。 

 

 

 

  

4.6%

14.0%

41.7%

34.2%

17.3%

15.5%

20.5%

22.2%

13.0%

12.9%

2.5%

0.9%

0.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 回答なし

ｎ＝713ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝

ｎ＝

342

0.6%

4.5% 3.9% 7.2% 14.3% 68.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民意識調査（R１）

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満 ５年以上10年未満

10年以上20年未満 20年以上 回答なし

ｎ＝

3,639

豊田市での居住年数 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国、ベトナムは「１年以上５年未満」、フィリピンは「５年以上

10 年未満」が最も高くなっています。また、フィリピンは、「５年以上 10 年未満」が 29.9%

と他の国に比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.6%

3.7%

5.1%

7.9%

3.7%

4.1%

41.7%

34.6%

32.5%

77.2%

28.0%

46.4%

17.3%

14.7%

22.2%

10.5%

29.9%

13.4%

20.5%

23.2%

27.4%

3.5%

28.0%

16.5%

13.0%

21.7%

10.3%

0.9%

4.7%

15.5%

2.5%

1.8%

2.6%

0.0%

5.6%

2.1%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114

豊田市での居住年数（国籍別） 
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３ 豊田市での今後の居住予定年数 

問９ あなたは、今後、豊田市にどれくらいの期間住む予定ですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○豊田市での今後の居住意向は、「決まっていない」が 43.6%と最も高くなっています。次いで

「30 年以上」が 20.1%、「１年以上５年未満」が 19.5%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「10 年未満」は本調査が 28.5％、前回調査が 31.0％と 2.5 ポイン

ト低くなっています。 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムを除く全ての国で「決まっていない」が最も高くなっています。そ

のほか、ブラジルでは「30 年以上」が 15.8%、中国では「30 年以上」が 43.6%、ベトナ

ムでは「１年以上５年未満」が 50.9％、フィリピンでは「30 年以上」が 21.5%と高くなっ

ています。 

 

 

2.5%

5.0%

19.5%

20.2%

6.5%

5.8%

5.2%

3.8%

2.2%

2.0%

20.1%

18.4%

43.6%

44.2%

0.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査（H28）

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 決まっていない 回答なし

ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝
713

ｎ＝

342

2.5%

1.5%

0.0%

4.4%

0.0%

9.3%

19.5%

14.7%

6.8%

50.9%

8.4%

24.7%

6.5%

8.1%

0.9%

11.4%

4.7%

5.2%

5.2%

4.8%

3.4%

4.4%

9.3%

5.2%

2.2%
1.5%

0.0%
1.8%

7.5%

2.1%

20.1%

15.8%

43.6%

8.8%

21.5%

13.4%

43.6%

53.7%

45.3%

18.4%

47.7%

38.1%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 決まっていない 回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114

豊田市での今後の居住予定年数（国籍別） 

豊田市での今後の居住予定年数 

（R2） 
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別でみると、20 年以上（「20 年以上 30 年未満」＋「30 年以上」）では永住者が

33.2%と最も高くなっています。一方、「１年未満」では特定活動、技能実習が 22.2%と最

も高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

  

2.5%

0.7%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

8.5%

0.0%

0.0%

3.3%

22.2%

22.2%

12.5%

19.5%

4.5%

0.0%

20.5%

10.9%

6.7%

69.5%

0.0%

19.4%

20.0%

22.2%

33.3%

56.3%

6.5%

2.1%

0.0%

12.1%

3.6%

20.0%

7.3%

0.0%

9.7%

11.7%

0.0%

11.1%

6.3%

5.2%

5.1%

0.0%

6.1%

5.5%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

11.7%

11.1%

0.0%

6.3%

2.2%

3.1%

0.0%

2.3%

1.8%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

20.1%

30.1%

0.0%

15.9%

25.5%

6.7%

3.7%

0.0%

16.1%

11.7%

11.1%

0.0%

0.0%

43.6%

54.1%

0.0%

41.7%

52.7%

60.0%

9.8%

0.0%

48.4%

38.3%

33.3%

33.3%

18.8%

0.4%

0.3%

0.0%

0.8%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

１年未満 １年以上５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 決まっていない 回答なし

0

292

55

15

713

ｎ＝

132

0

82

31

60

9

9

16

豊田市での今後の居住予定年数（在留資格別） 
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４ 家族構成 

問 10 現在、誰と一緒に住んでいますか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○家族構成は、「結婚相手」が 54.３%と最も高くなっており、次いで「子ども」が 36.5%、「会

社の同僚」が 14.7%と続いています。 

（参考）「子ども」がいると答えた方は 178 人で、子どもの人数の平均は 1.69 人でした。ま

た、最大人数は４人となっています（数量回答※から集計）。 

※数量回答では、回答から合計値や平均値等が算出でき、参考として記載しています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前調査と比較すると、「結婚相手」が 3.9 ポイント、「子ども」が 8.8 ポイント低くなってい

ます。 

〇市民意識調査と比較すると、「ひとり暮らし」が 4.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

54.3

36.5

14.7

13.0

9.0

6.2

3.2

1.8

1.4

0.4

1.5

0.6

58.2

45.3

15.5

11.4

8.8

3.8

2.0

1.8

0.9

0.6

1.2

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

結婚相手

子ども

会社の同僚

ひとり暮らし

親

兄弟・姉妹

友人・恋人

その他の親族

孫

祖父・祖母

その他

回答なし

本調査 前回調査（H28）

ｎ＝

本調査（Ｒ２） 713

前回調査（Ｈ28） 342

48.8

22.8

15.2

8.7

1.9

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

親子（２世代）

夫婦のみ

親・子・孫（３世代）

単身

その他

無回答

ｎ＝

市民意識調査（R１）3,639

家族構成 

（％） 

（％） 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国は「結婚相手」が高く、次いで「子ども」、「ひとり暮らし」が高くなっています。フィリピンは、「結婚相手」が

高く、次いで「子ども」が高くなっています。また、ベトナムは「会社の同僚」が他の国と比べて高くなっています。 

 

家族構成（国籍別） 

2
7
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45.3

44.9

41.8

29.6

28.8

16.8

16.4

13.9

13.5

11.4

11.2

11.2

10.4

6.2

4.2

2.1

43.6

34.5

42.4

26.6

40.4

18.7

14.0

13.5

10.5

14.6

14.3

12.0

5.0

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

外国人に対する、相談体制や多言語での情報提供を充実する

医療・保健に関して、外国人への対応を充実させる

日本語の学習を支援する

労働環境の改善を促す

外国人に対する、わかりやすい日本語での情報提供を充実する

日本人と外国人との交流の場をつくる

子どもに対する教育を充実させる

日本人への多文化共生に関する意識啓発や国際理解の促進

自然災害に関する情報提供

高齢者や障がい者に対する福祉に関して、外国人への対応

外国人が地域社会の活動（自治区など）に参加できるようにする

地域で活躍している外国人の紹介、活躍機会の創出

外国人の意見表明の場や、市政への参加の機会を増やす

母語の学習を支援する

特にない

その他

本調査 前回調査（H28）

ｎ＝

本調査（Ｒ２） 713

前回調査（Ｈ28） 342

５ 充実してほしい行政の取組 

問 11 
外国人に関する行政の取組で、充実して欲しいことは何ですか？（複数回答：主な

もの３つまで） 

 

１）全体集計結果 

○行政の取組で、充実してほしいことについては、「外国人に対する、相談体制や多言語での情

報提供を充実する」が 45.3%と最も高くなっており、次いで「医療通訳など医療・保健に関

して、外国人への対応を充実させる」が 44.9%、「日本語の学習を支援する」が 41.8%と続

いています。「わかりやすい日本語での情報提供を充実する」は全体では 28.8%ですが、前回

調査と比較して減少傾向となっています。属性別でみると、男性が 23.0%と更に低くなって

いるほか、国籍では中国が 17.9%と更に低い結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

充実してほしい行政の取組 

（％） 

（R2） 
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２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国、ベトナム、フィリピンとも「外国人に対する、相談体制や多言語での情報提供を充実する」「日本語の学習を支

援する」「医療通訳など医療・保健に対する福祉に関して、外国人への対応を充実させる」が高くなっています。ベトナム、フィリピンでは、「外国

人に対する、相談体制や多言語での情報提供を充実する」が 60％を超えており、他国よりも高くなっています。また、ベトナムでは「医療通訳な

ど医療・保健に対する福祉に関して、外国人への対応を充実させる」も 60％を超え他国よりも高くなっています。そのほか、ブラジルでは「労働

環境の改善を促す」も高くなっています。 
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３）居住地区別の分析結果 

○居住地区別にみると、全体を通して「外国人に対する、相談体制や多言語での情報提供を充実する」、「日本語の学習を支援する」、「医療通訳など

医療・保健に関して、外国人への対応を充実させる」といった項目が高くなっており、最も人数の多い保見では「医療通訳など医療・保健に関し

て、外国人への対応を充実させる」などが高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

外
国
人
に
対
す
る
、
相
談
体
制
や
多
言
語
で
の
情
報
提
供

を
充
実
す
る 

外
国
人
に
対
す
る
、
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
の
情
報
提

供
を
充
実
す
る 

日
本
語
の
学
習
を
支
援
す
る 

母
語
の
学
習
を
支
援
す
る 

労
働
環
境
の
改
善
を
促
す 

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

医
療
通
訳
な
ど
医
療
・
保
健
に
関
し
て
、
外
国
人
へ
の
対

応
を
充
実
さ
せ
る 

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
関
し
て
、
外
国
人

へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る 

日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る 

外
国
人
が
地
域
社
会
の
活
動
（
自
治
区
な
ど
）
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る 

外
国
人
の
意
見
表
明
の
場
や
、
市
政
へ
の
参
加
の
機
会
を

増
や
す 

日
本
人
に
対
し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
意
識
啓
発
や
国

際
理
解
を
促
進
す
る 

自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
提
供 

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
外
国
人
の
紹
介
、
活
躍
機
会
の
創

出 特
に
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 45.3 28.8 41.8 6.2 29.6 16.4 44.9 11.4 16.8 11.2 10.4 13.9 13.5 11.2 4.2 2.1 1.0 

崇化館 n=35 100.0 40.0 28.6 31.4 2.9 20.0 14.3 34.3 8.6 22.9 20.0 11.4 5.7 11.4 11.4 11.4 0.0 2.9 

朝日丘 n=31 100.0 29.0 16.1 45.2 3.2 19.4 19.4 38.7 3.2 22.6 12.9 9.7 9.7 16.1 12.9 3.2 3.2 0.0 

豊南 n=31 100.0 45.2 19.4 45.2 3.2 38.7 19.4 45.2 19.4 16.1 3.2 12.9 16.1 9.7 9.7 0.0 6.5 0.0 

高橋 n=45 100.0 40.0 31.1 44.4 8.9 37.8 17.8 60.0 17.8 17.8 8.9 6.7 28.9 8.9 22.2 2.2 0.0 0.0 

上郷 n=25 100.0 36.0 24.0 52.0 0.0 16.0 12.0 44.0 16.0 16.0 16.0 0.0 4.0 16.0 0.0 4.0 0.0 4.0 

高岡 n=30 100.0 70.0 16.7 56.7 6.7 26.7 23.3 53.3 16.7 23.3 6.7 3.3 10.0 13.3 10.0 0.0 6.7 0.0 

保見 n=159 100.0 44.0 32.7 42.8 7.5 39.6 21.4 50.3 9.4 10.1 10.1 13.2 14.5 15.1 11.3 3.8 3.1 1.3 

猿投 n=10 100.0 60.0 50.0 30.0 10.0 20.0 30.0 60.0 30.0 0.0 10.0 0.0 10.0 20.0 10.0 10.0 0.0 0.0 

猿投台 n=21 100.0 38.1 28.6 61.9 0.0 38.1 23.8 52.4 14.3 28.6 28.6 19.0 23.8 14.3 23.8 0.0 0.0 0.0 

石野 n=1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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国
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体
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多
言
語
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の
情
報
提
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外
国
人
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対
す
る
、
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
の
情
報
提

供
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充
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す
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日
本
語
の
学
習
を
支
援
す
る 

母
語
の
学
習
を
支
援
す
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労
働
環
境
の
改
善
を
促
す 

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

医
療
通
訳
な
ど
医
療
・
保
健
に
関
し
て
、
外
国
人
へ
の
対

応
を
充
実
さ
せ
る 

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
関
し
て
、
外
国
人

へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る 

日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る 

外
国
人
が
地
域
社
会
の
活
動
（
自
治
区
な
ど
）
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る 

外
国
人
の
意
見
表
明
の
場
や
、
市
政
へ
の
参
加
の
機
会
を

増
や
す 

日
本
人
に
対
し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
意
識
啓
発
や
国

際
理
解
を
促
進
す
る 

自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
提
供 

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
外
国
人
の
紹
介
、
活
躍
機
会
の
創

出 特
に
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

松平 n=5 100.0 0.0 0.0 60.0 0.0 80.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 

竜神 n=25 100.0 64.0 40.0 36.0 12.0 8.0 4.0 44.0 4.0 12.0 16.0 0.0 0.0 20.0 12.0 0.0 4.0 0.0 

美里 n=34 100.0 35.3 26.5 47.1 11.8 17.6 17.6 52.9 14.7 23.5 11.8 11.8 17.6 17.6 11.8 5.9 2.9 2.9 

逢妻 n=42 100.0 50.0 26.2 42.9 7.1 23.8 9.5 40.5 16.7 23.8 11.9 19.0 11.9 16.7 9.5 2.4 2.4 0.0 

若園 n=18 100.0 50.0 33.3 38.9 5.6 16.7 5.6 44.4 22.2 27.8 11.1 5.6 11.1 11.1 5.6 5.6 5.6 0.0 

梅坪台 n=29 100.0 44.8 27.6 34.5 3.4 13.8 13.8 20.7 6.9 24.1 6.9 10.3 17.2 20.7 10.3 3.4 0.0 0.0 

前林 n=7 100.0 57.1 0.0 28.6 0.0 57.1 14.3 71.4 0.0 42.9 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 

益富 n=2 100.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

末野原 n=25 100.0 40.0 40.0 40.0 8.0 32.0 12.0 56.0 8.0 20.0 8.0 8.0 8.0 4.0 28.0 8.0 0.0 0.0 

井郷 n=16 100.0 43.8 31.3 37.5 6.3 43.8 12.5 18.8 6.3 6.3 6.3 6.3 18.8 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 

藤岡 n=11 100.0 18.2 36.4 45.5 0.0 36.4 9.1 0.0 18.2 0.0 18.2 9.1 54.5 0.0 18.2 9.1 0.0 0.0 

藤岡南 n=14 100.0 50.0 50.0 42.9 7.1 35.7 21.4 50.0 7.1 21.4 7.1 14.3 14.3 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0 

小原 n=2 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 

足助 n=2 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

下山 n=2 100.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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合
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国
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談
体
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情
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充
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外
国
人
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対
す
る
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わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で
の
情
報
提
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充
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す
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日
本
語
の
学
習
を
支
援
す
る 

母
語
の
学
習
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支
援
す
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労
働
環
境
の
改
善
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促
す 

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

医
療
通
訳
な
ど
医
療
・
保
健
に
関
し
て
、
外
国
人
へ
の
対

応
を
充
実
さ
せ
る 

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
関
し
て
、
外
国
人

へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る 

日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る 

外
国
人
が
地
域
社
会
の
活
動
（
自
治
区
な
ど
）
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る 

外
国
人
の
意
見
表
明
の
場
や
、
市
政
へ
の
参
加
の
機
会
を

増
や
す 

日
本
人
に
対
し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
意
識
啓
発
や
国

際
理
解
を
促
進
す
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自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
提
供 

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
外
国
人
の
紹
介
、
活
躍
機
会
の
創

出 特
に
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

旭 n=2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

稲武 n=1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

浄水 n=17 100.0 82.4 47.1 41.2 0.0 29.4 17.6 41.2 5.9 11.8 5.9 11.8 5.9 5.9 5.9 5.9 0.0 0.0 
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別に見ると、全体を通して「外国人に対する、相談体制や多言語での情報提供を充実する」、「医療通訳など医療・保健に関して、

外国人への対応を充実させる」が高くなっています。また、特定技能では「日本語の学習を支援する」が高くなっています。 

 （※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

（％） 

合
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外
国
人
に
対
す
る
、
相
談
体
制
や
多
言
語
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の
情
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提
供
を
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国
人
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す
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で
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本
語
の
学
習
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援
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母
語
の
学
習
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労
働
環
境
の
改
善
を
促
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子
ど
も
に
対
す
る
教
育
を
充
実
さ
せ
る 

医
療
通
訳
な
ど
医
療
・
保
健
に
関
し
て
、
外

国
人
へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る 

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
関

し
て
、
外
国
人
へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
る 

日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
場
を
つ
く

る 外
国
人
が
地
域
社
会
の
活
動
（
自
治
区
な

ど
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る 

外
国
人
の
意
見
表
明
の
場
や
、
市
政
へ
の

参
加
の
機
会
を
増
や
す 

日
本
人
に
対
し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る

意
識
啓
発
や
国
際
理
解
を
促
進
す
る 

自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
提
供 

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
外
国
人
の
紹
介
、

活
躍
機
会
の
創
出 

特
に
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 45.3  28.8  41.8  6.2  29.6  16.4  44.9  11.4  16.8  11.2  10.4  13.9  13.5  11.2  4.2  2.1  1.0  

永住者 

n=292 
100.0 39.7  30.8  39.4  6.5  31.2  22.9  42.8  15.4  12.7  10.3  12.0  16.1  13.7  8.6  5.5  3.1  0.7  

特別永住者 

n=0 
100.0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

定住者 

n=132 
100.0 45.5  29.5  44.7  9.1  40.2  15.2  37.9  9.1  15.2  9.1  12.9  18.2  12.9  13.6  3.0  2.3  3.0  

日本人の配偶

者等 n=55 
100.0 50.9  36.4  40.0  5.5  32.7  16.4  52.7  9.1  14.5  5.5  9.1  7.3  7.3  10.9  1.8  1.8  0.0  

永住者の配偶

者等 n=15 
100.0 53.3  33.3  40.0  0.0  20.0  20.0  40.0  13.3  6.7  6.7  0.0  0.0  20.0  6.7  6.7  0.0  0.0  

技能実習 

n=82 
100.0 56.1  22.0  41.5  2.4  9.8  1.2  46.3  4.9  14.6  11.0  3.7  3.7  20.7  4.9  1.2  0.0  1.2  

留学 n=0 0.0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

家族滞在 

n=31 
100.0 45.2  29.0  45.2  3.2  22.6  19.4  58.1  3.2  19.4  3.2  0.0  6.5  12.9  6.5  3.2  0.0  0.0  
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通
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な
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医
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保
健
に
関
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高
齢
者
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障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
関

し
て
、
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国
人
へ
の
対
応
を
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実
さ
せ
る 

日
本
人
と
外
国
人
と
の
交
流
の
場
を
つ
く

る 外
国
人
が
地
域
社
会
の
活
動
（
自
治
区
な

ど
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る 

外
国
人
の
意
見
表
明
の
場
や
、
市
政
へ
の
参

加
の
機
会
を
増
や
す 

日
本
人
に
対
し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
意

識
啓
発
や
国
際
理
解
を
促
進
す
る 

自
然
災
害
に
関
す
る
情
報
提
供 

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
外
国
人
の
紹
介
、
活

躍
機
会
の
創
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特
に
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

技術・人文知

識・国際業務 

n=60 

100.0 46.7  18.3  50.0  10.0  26.7  11.7  51.7  11.7  40.0  26.7  16.7  23.3  11.7  30.0  0.0  3.3  0.0  

特定活動 n=9 100.0 44.4  22.2  33.3  0.0  0.0  0.0  44.4  0.0  22.2  11.1  11.1  11.1  22.2  22.2  22.2  0.0  0.0  

特定技能 n=9 100.0 55.6  44.4  66.7  11.1  33.3  33.3  33.3  22.2  44.4  11.1  22.2  22.2  11.1  33.3  11.1  0.0  0.0  

その他 n=16 100.0 50.0  31.3  37.5  0.0  43.8  6.3  62.5  12.5  25.0  25.0  6.3  12.5  6.3  0.0  0.0  0.0  0.0  
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第４章 日常の不安や人づきあいについて 

１ 現在の悩みや将来の不安の内容 

問 12 あなたは、現在、悩みや将来の不安はありますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「ある」が 68.7％となっており、約７割の人が悩みや将来の不安があると回答しています。 

 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルが他の国に比べて「ある」が 87.1％と、高くなっています。 
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272
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713

ｎ＝
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現在の悩みや将来の不安の内容（国籍別） 

現在の悩みや将来の不安の内容 

（R2） 
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33.6

35.4

27.2

37.4

27.8

24.9

30.7

9.4

25.7

15.8

17.5

16.1

12.9

6.4

2.6

1.8

17.3

8.2

8.5

2.6

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

自分または家族の健康

仕事がないこと

老後の生活に関すること

現在または今後の生活費

税金や保険料の支払い

日本語がわからないこと

生活費が足りないなど金銭的な問題

地震や台風など災害に関すること

日本人の外国人に対する偏見、差別

就労時間などの労働条件や職場環境

子どもの教育や、進学

在留資格の更新に関すること

子どもの世話や、子育て

住宅に関すること

日本人との人間関係

生活習慣やマナーの違い

生活に必要な情報の入手

日本人以外との人間関係

出産に関すること

離婚やDVなど、恋人や結婚相手との関係

将来の見通しが立たないこと

友達ができないなど、孤独に関すること

特にない

その他

回答なし

本調査 前回調査（H28）

ｎ＝

本調査（Ｒ２） 490

前回調査（Ｈ28） 342

 

問 12-1 あなたの、現在の悩みや、将来の不安はどのようなことですか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「自分または家族の健康」が 51.0%と最も高く、次いで「仕事がないこと」が 48.8％。「老

後の生活に関すること」が 45.7%、「現在または今後の生活費」が 40.２%、「税金や保険料

の支払い」が 40.0％と続いています。 

 

 

 

 

  

１人あたり回答数 5.12 個 

現在の悩みや将来の不安の内容 

（％） 

（R2） 
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２）他調査との比較分析結果 

※本調査と前回調査とは選択項目及び項目数が違います。ハイフン（）がついている項目は、

前回調査にはない項目となっています。 

○現在抱えている悩みや将来の不安の項目は、前回調査では１人あたり５.31 個となっています。 

○前回調査よりも特に高くなった項目は、「仕事がないこと」が 18.4 ポイント、「在留資格に更

新に関する事」が 10.0 ポイント、「生活費が足りないなど金銭的な問題」が 8.3 ポイント、

「税金や保険料の支払い」が 6.4 ポイント高くなっています。 

 

 

 

本調査
（n=490）

前回調査（H28）
（n=342）

自分または家族の健康 -6.6 51.0% 57.6%

仕事がないこと 18.4 48.8% 30.4%

就労時間などの労働条件や職場環境 1.8 26.7% 24.9%

子どもの世話や、子育て -6.5 19.2% 25.7%

子どもの教育や、進学 -6.4 24.3% 30.7%

老後の生活に関すること 5.6 45.7% 40.1%

現在または今後の生活費 5.1 40.2% 35.1%

生活費が足りないなど金銭的な問題 8.3 35.5% 27.2%

税金や保険料の支払い 6.4 40.0% 33.6%

日本語がわからないこと 0.7 36.1% 35.4%

日本人の外国人に対する偏見、差別 1.8 29.6% 27.8%

日本人との人間関係 -3.2 14.3% 17.5%

日本人以外との人間関係 -2.7 3.7% 6.4%

生活習慣やマナーの違い -5.5 10.6% 16.1%

住宅に関すること 0.9 16.7% 15.8%

生活に必要な情報の入手 -2.9 10.0% 12.9%

出産に関すること 0.3 2.9% 2.6%

離婚やDVなど、恋人や結婚相手との関係 1.1 2.9% 1.8%

地震や台風など災害に関すること -6.2 31.2% 37.4%

在留資格の更新に関すること 10.0 19.4% 9.4%

将来の見通しが立たないこと - - 17.3%

友達ができないなど、孤独に関すること - - 8.2%

特にない - - 8.5%

その他 -0.4 2.2% 2.6%

回答なし 0.0 1.2% 1.2%

１人あたりの項目数 5.12個 5.31個

前回調査からの
増減ポイント

現在の悩みや将来の不安の内容（他調査との比較） 
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３）国籍別の分析結果 

〇国籍別にみると、ブラジルの「仕事がないこと」が最も高くなっています。中国は「自身や台風など災害に関すること」「在留資格の更新

に関すること」の項目内で比較すると、他の国に比べ低くなっています。 

 

 

 

 

  

現在の悩みや将来の不安の内容（国籍別） 

3
8
 

 



第４章 日常の不安や人づきあいについて 

39 

４）日本語能力別の分析結果 

〇日本語能力別にみると、８点以下の「仕事がないこと」が最も高くなっており、全体の傾向として、日本語能力の高い 16 点以上では、悩みや不

安の内容はそれぞれですが、「不安の度合い（割合）」が概ね低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の悩みや将来の不安の内容（日本語能力別） 

3
9
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19.1%

9.2%

28.2%

12.3%

29.0%

34.0%

24.0%

22.8%

27.4%

19.3%

29.9%

22.7%

42.5%

50.7%

31.6%

57.9%

25.2%

32.0%

10.4%

13.2%

12.0%

8.8%

5.6%

8.2%

4.1

4.0%

0.9%

1.8%

10.3%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

親しく交流している人がいる 日常生活のことを話す友人がいる

あいさつをする程度の知人がいる まったく交流がない

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

２ 日本人との交流の状況 

問 13 あなたは、日常的に、日本人と交流する機会がありますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日常的な日本人との交流について、「あいさつをする程度の知人がいる」が 42.5%と最も高く、

次いで、「日常生活のことを話す友人がいる」が 24.0%、「親しく交流している人がいる」が

19.１%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「親しく交流している人がいる」が 5.2 ポイント、「日常生活のことを

話す友人がいる」が 2.6 ポイント、「まったく交流がない」が 2.5 ポイント低くなっています。

一方、「あいさつをする程度の知人がいる」が 8.6 ポイント高くなっています。 

 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「親しく交流している人がいる」は、フィリピンが 29.0％と最も高く、次い

で、中国が 28.2％、ベトナムが 12.3％と続いています。また、韓国やインドネシア等を含む

その他では 34.0%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.1%

24.3%

24.0%

26.6%

42.5%

33.9%

10.4%

12.9%

4.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

親しく交流している人がいる 日常生活のことを話す友人がいる

あいさつをする程度の知人がいる まったく交流がない

回答なし

ｎ＝

713

342

日本人との交流の状況（国籍別） 

日本人との交流の状況 

（R2） 
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19.1%

12.1%

15.8%

22.0%

21.2%

23.7%

27.8%

24.0%

30.3%

23.6%

25.2%

26.7%

20.4%

11.1%

42.5%

36.4%

46.1%

38.2%

41.1%

40.9%

44.4%

10.4%

18.2%

12.5%

10.6%

5.5%

10.8%

4.1 

3.0 

2.0 

4.1 

5.5 

4.3 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

親しく交流している人がいる 日常生活のことを話す友人がいる

あいさつをする程度の知人がいる まったく交流がない

回答なし

123

297

146

93

18

713

ｎ＝

33

４）豊田市での居住年数別の分析結果 

○豊田市での居住年数別でみると、「親しく交流している人がいる」では、概ね居住年数が長くな

るほど高くなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本人との交流の状況（居住年数別） 
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72.0

26.7

12.1

10.0

8.5

5.2

4.1

3.3

3.6

5.2

63.2

25.1

20.2

12.1

11.7

7.2

9.4

5.4

4.0

9.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

同じ職場で働いたこと

近所に住んでいること

他の友達を通して知り合ったこと

自治区やPTA活動など、近所の活動で知り合ったこと

同じ学校に通ったこと

習い事や、趣味を通して知り合ったこと

国際交流のイベントや、日本語教室で知り合ったこと

同じ宗教施設に通ったこと

その他

回答なし

本調査 前回調査（H28）

ｎ＝

本調査（Ｒ２） 610

前回調査（Ｈ28） 223

３ 仲良くなったきっかけ 

問 13-１ どのようなきっかけで日本人と仲良くなりましたか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本人と仲良くなったきっかけについて、「同じ職場で働いたこと」が 72.0%と最も高く、次

いで「近所に住んでいること」が 26.7%、「他の友達を通して知り合ったこと」が 12.1%と

続いています。 

 

 

 

 

 

  

（％） 

仲良くなったきっかけ 

（R2） 
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57.9%

57.7%

51.3%

71.9%

60.7%

46.4%

38.6%

37.5%

48.7%

26.3%

33.6%

49.5%

3.5%

4.8%

1.8%

5.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

ある ない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝

４ コミュニケーションギャップについて 

問 14 
日本人との交流について、コミュニケーションギャップを感じることはあります

か。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「ある」が 57.9％、「ない」が 38.6％となっています。 

 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「ある」が最も高かったのがベトナムの 71.9％、次いでフィリピンの 60.7％、

ブラジルの 57.7％、中国の 51.3％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.9% 38.6%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

ある ない 回答なし

ｎ＝

713

コミュニケーションギャップについて（国籍別） 

コミュニケーションギャップについて 

（R2） 
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３）豊田市での居住年数別の分析結果 

○豊田市での居住年数別にみると、「ある」と回答した人のうち、居住年数が「1 年以上５年未

満」が、68.4％と最も高くなっており、次いで「１年未満」が 60.6％、「５年以上 10 年未

満」が 56.9％と続いています。 

 

 

  

57.9%

60.6%

68.4%

56.9%

48.6%

45.2%

33.3%

38.6%

33.3%

29.3%

42.3%

48.6%

47.3%

55.6%

3.5%

6.1%

2.4%

0.8%

2.7%

7.5%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

ある ない 回答なし

123

33

146

93

18

713

ｎ＝

297

コミュニケーションギャップについて（居住年数別） 
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問 14-１ それ（コミュニケーションギャップ）はどのようなことですか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「言葉が通じないこと」が 62.7％ともっとも高く、次いで、「文化・習慣の違いで理解し合え

ないこと」が 28.1％、「就労や言動等の差別的取り扱い」が 17.4％と続いています。 

 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「言葉が通じないこと」が最も高くなっています。ベトナムでは

「文化・慣習の違いで理解し合えないこと」も高くなっています。 

 

 

62.7

28.1

15.3

17.4

6.3

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

言葉が通じないこと

文化・慣習の違いで理解し合えないこと

外国人に対する偏見

就労や言動等の差別的取り扱い

その他

回答なし
ｎ＝

本調査（Ｒ２） 413

（％） 

コミュニケーションギャップはどのようなことか（国籍別） 

コミュニケーションギャップはどのようなことか 
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５ 日本人の友好度 

問 15 あなたは、まわりの日本人は、あなたに友好的だと思いますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本人が友好的であると感じている人（「友好的である」+「どちらかと言えば友好的である」）

は 61.3％、友好的ではないと感じている人（「どちらかと言えば友好的でない」+「友好的で

ない」）は 6.6％となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、日本人が友好的であると感じている人は、４.0 ポイント高くなってい

ます。 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「友好的である」は、中国が 47.9％と最も高く、次いで、ブラジルが 39.0％、

フィリピンが 32.7％となっています。一方、ベトナムは「友好的である」が 16.7％と低く、

「普通」が 67.5％と高くなっています。 

 

36.9%

36.8%

24.4%

20.5%

29.2%

36.0%

4.8%

3.2%

1.8%

2.0%

2.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

友好的である どちらかと言えば友好的である

普通 どちらかと言えば友好的でない

友好的でない 回答なし

ｎ＝

713

342

ｎ＝

713

36.9%

39.0%

47.9%

16.7%

32.7%

46.4%

24.4%

25.4%

39.3%

5.3%

25.2%

25.8%

29.2%

22.1%

12.8%

67.5%

31.8%

20.6%

4.8%

5.5%

0.0%

6.1%

6.5%

4.1%

1.8%

2.9%

0.0%

3.5%

0.9%

0.0%

2.9%

5.1%

0.0%

0.9%

2.8%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

友好的である どちらかと言えば友好的である

普通 どちらかと言えば友好的でない

友好的でない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝日本人の友好度（国籍別） 

日本人の友好度 

（R2） 
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４）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、日本語能力が高くなるにつれ、日本人が友好的であると感じている人

は高くなる傾向があります。 

 

 

  

36.9%

35.0%

33.8%

32.6%

54.3%

24.4%

22.2%

24.2%

32.6%

25.0%

29.2%

32.2%

29.3%

27.4%

18.5%

4.8%

5.7%

5.7%

3.2%

1.1%

1.8%

1.6%

1.3%

4.2%

1.1%

2.9%

3.3%

5.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

８点以下

９～11点

12～15点

16点以上

友好的である どちらかと言えば友好的である

普通 どちらかと言えば友好的でない

友好的でない 回答なし

157

369

95

92

713

ｎ＝
日本人の友好度（日本語能力別） 
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第５章 日ごろの活動について 

 

１ 自治区・地域活動への参加状況 

問 16 
あなたは、地域の活動や、地域の行事など、地域の活動に参加していますか。 

（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加している」+「ときどき参加している」）

は 40.1％となっています。また、「地域の活動には参加していない」は 43.3%となっていま

す。 

 

２）他調査との比較分析結果 

※本調査と前回調査、市民意識調査とは選択項目が違います。市民意識調査の「よく積極的に参

加している」を「ふだんから積極的に参加している」として、「ほとんど参加していない」を

「参加しないといけないものだけ参加しているが、それ以外は積極的には参加しない」として

本報告書では扱っています。 

○前回調査と比較すると、地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加している」+

「ときどき参加している」）は 4.6 ポイント低くなっています。 

○市民意識調査と比較すると、地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加してい

る」+「ときどき参加している」）は 16.6 ポイント低くなっています。 

 

 

 

  

14.4%

13.7%

25.7%

31.0%

14.7%

18.7%

43.3%

35.4%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

ふだんから積極的に参加している

ときどき参加している

参加しないといけないものだけ参加しているが、それ以外は積極的には参加しない

地域の活動には参加していない

回答なし

713

342

ｎ＝

20.8% 35.9% 18.4% 23.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民意識調査（R１）

よく積極的に参加している ときどき参加している ほとんど参加していない

参加していない 回答なし

3,639

ｎ＝

自治区・地域活動への参加状況 

（R2） 
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14.4%

13.2%

22.2%

17.5%

8.4%

12.4%

25.7%

27.2%

29.9%

27.2%

15.9%

22.7%

14.7%

9.6%

14.5%

7.9%

29.9%

21.6%

43.3%

47.4%

33.3%

47.4%

42.1%

41.2%

1.8%

2.6%

0.0%

0.0%

3.7%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

ふだんから積極的に参加している

ときどき参加している

参加しないといけないものだけ参加しているが、それ以外は積極的には参加しない

地域の活動には参加していない

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

14.4%

6.1%

10.1%

13.8%

17.8%

26.9%

16.7%

25.7%

9.1%

22.2%

25.2%

33.6%

30.1%

33.3%

14.7%

18.2%

8.4%

21.1%

15.8%

21.5%

27.8%

43.3%

66.7%

57.9%

38.2%

31.5%

19.4%

22.2%

1.8%

0.0%

1.3%

1.6%

1.4%

2.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

ふだんから積極的に参加している

ときどき参加している

参加しないといけないものだけ参加しているが、それ以外は積極的には参加しない

地域の活動には参加していない

回答なし

297

33

123

146

18

713

ｎ＝

93

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加している」+「とき

どき参加している」）は、中国で 52.1％と最も高く、次いでベトナムが 44.7％、ブラジルが

40.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）豊田市での居住年数別の分析結果 

○豊田市での居住年数別にみると、地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加し

ている」+「ときどき参加している」）は、概ね居住年数が長いほど高くなる傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自治区・地域活動への参加状況（国籍別） 

自治区・地域活動への参加状況（居住年数別） 
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14.4%

10.3%

17.8%

25.3%

14.1%

25.7%

22.5%

28.7%

24.2%

34.8%

14.7%

14.6%

14.6%

10.5%

19.6%

43.3%

49.9%

37.6%

38.9%

31.5%

1.8 

2.7 

1.3 

1.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

８点以下

９～11点

12～15点

16点以上

ふだんから積極的に参加している

ときどき参加している

参加しないといけないものだけ参加しているが、それ以外は積極的には参加しない

地域の活動には参加していない

回答なし

369

157

95

713

ｎ＝

92

５）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、地域の活動に参加している人（「ふだんから積極的に参加している」+

「ときどき参加している」）は、９～11 点以上で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自治区・地域活動への参加状況（日本語能力別） 
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２ 地域活動に積極的に参加しない理由 

問 16-1 地域の活動に積極的に参加しないのはなぜですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○地域の活動に積極的に参加しない方の理由について、「活動が、いつ、どこであるのか知らな

いから」が 35.5%と最も高く、次いで、「時間がないから」が 28.5%、「活動に行っても、日

本語がわからないから」が 15.9%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「活動が、いつ、どこであるのか知らないから（活動の情報がないか

ら）」は 1.8 ポイント、「時間がないから」は 2.3 ポイント、「活動に行っても日本語がわから

ないから」は 1.4 ポイント低くなっています。 

 

 

 

  

35.5% 28.5% 15.9% 5.6% 4.6%

2.2%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

活動が、いつ、どこであるのか知らないから（活動の情報がないから）

時間がないから

活動に行っても、日本語がわからないから

興味がないから

必要性を感じないから

その他

回答なし

ｎ＝

414

37.3% 30.8% 17.3% 8.6%

2.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

活動が、いつ、どこであるのか知らないから（活動の情報がないから）

時間がないから

活動に行っても、日本語がわからないから

興味がないから

その他

回答なし

ｎ＝

185

地域活動に積極的に参加しない理由 

（R2） 
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35.5%

27.7%

35.7%

65.1%

32.5%

27.9%

28.5%

36.1%

19.6%

14.3%

29.9%

31.1%

15.9%

12.9%

26.8%

4.8%

24.7%

14.8%

5.6%

8.4%

5.4%

1.6%

0.0%

9.8%

4.6%

4.5%

5.4%

0.0%

5.2%

8.2%

2.2%

3.2%

0.0%

1.6%

1.3%

3.3%

7.7%

7.1%

7.1%

12.7%

6.5%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

地域活動に積極的に参加しない理由（国籍別）

活動が、いつ、どこであるのか知らないから（活動の情報がないから）

時間がないから

活動に行っても、日本語がわからないから

興味がないから

必要性を感じないから

その他

回答なし

56

155

63

77

61

414

ｎ＝

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムは「活動が、いつ、どこであるのか知らないから」が 65.1%と他

の国よりも高くなっており、「活動に行っても日本語がわからないから」が 4.8％と他の国よ

りも低くなっています。また、中国は「活動が、いつ、どこであるのか知らないから」が 35.7％、

フィリピンも 32.5％と高く、ブラジルは「時間がないから」が 36.1%と高くなっています。 
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3.1%

9.4%

2.9%

10.7%

15.2%

9.6%

54.4%

47.1%

36.0%

23.3%

21.3%

48.1%

2.8%

3.8%

1.5%

5.8%

3.2%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

市民意識調査（R１）

１年以内に参加した

１年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある

これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい

これまで参加したことはなく、これからも参加したいと思わない

その他

回答なし

ｎ＝

ｎ＝

3,639

342

713

３ 国際交流活動への参加状況 

問 17 あなたは、国際交流に関する活動に参加したことがありますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+「１年以内には参加していな

いが、それより前に参加したことがある」）は、13.8%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

〇前回調査と比較すると、国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+「１

年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある」）は 10.8 ポイント低くな

っています。 

○市民意識調査と比較すると、国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+

「１年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある」）は 1.3 ポイント、「こ

れまで参加したことはないが、機会があれば参加したい」は18.4ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国際交流活動への参加状況 

（R2） 
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３）性別の比較分析結果 

○性別にみると、国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+「１年以内に

は参加していないが、それより前に参加したことがある」）は、男性が 15.8%、女性が 12.3%

と、男性の方が高くなっています。 

 

４）年齢別の比較分析結果 

○年齢別にみると、国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+「１年以内

には参加していないが、それより前に参加したことがある」）は、70 歳以上が 30％と最も高

く、次いで、１８～19 歳が 20.0％と他の年代より高くなっています。また、20～29 歳で

は「これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい」が 68.6%と最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.1%

3.5%

2.8%

10.7%

12.3%

9.5%

54.4%

56.2%

53.1%

23.3%

21.1%

25.3%

2.8%

2.2%

3.1%

5.8%

4.7%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

国際交流活動への参加状況（性別）

１年以内に参加した

１年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある

これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい

これまで参加したことはなく、これからも参加したいと思わない

その他

回答なし

317

388

713

ｎ＝

3.1%

0.0%

4.1%

2.9%

1.9%

3.4%

5.9%

0.0%

10.7%

20.0%

8.7%

9.8%

11.8%

12.8%

5.9%

30.0%

54.4%

40.0%

68.6%

60.8%

54.0%

34.2%

29.4%

30.0%

23.3%

40.0%

14.0%

19.1%

23.6%

36.8%

44.1%

20.0%

2.8%

0.0%

0.6%

3.4%

3.1%

3.4%

5.9%

10.0%

5.8%

0.0%

4.1%

3.9%

5.6%

9.4%

8.8%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70歳以上

国際交流活動への参加状況（年齢別）

１年以内に参加した

１年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある

これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい

これまで参加したことはなく、これからも参加したいと思わない

その他

回答なし

172

10

204

161

117

713

ｎ＝

34

10
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3.1%

1.8%

3.4%

5.3%

3.7%

3.1%

10.7%

11.8%

18.8%

5.3%

5.6%

9.3%

54.4%

45.2%

59.8%

78.9%

47.7%

53.6%

23.3%

33.5%

12.8%

6.1%

29.0%

21.6%

2.8%

2.6%

1.7%

1.8%

3.7%

5.2%

5.8%

5.1%

3.4%

2.6%

10.3%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

国際交流活動への参加状況（国籍別）

１年以内に参加した

１年以内には参加していないが、それより前に参加したことがある

これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい

これまで参加したことはなく、これからも参加したいと思わない

その他

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

５）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、国際交流活動に参加したことがある人（「１年以内に参加した」+「１年以内

には参加していないが、それより前に参加したことがある」）は中国が 22.2%と最も高く、次

いでブラジルが 13.6%、ベトナムが 10.6％、フィリピンが 9.3%となっています。また、ベ

トナムでは「これまで参加したことはないが、機会があれば参加したい」が 78.9%と特に高

くなっています。 
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 ４ 同じ出身国の人たちへの支援 

問 18 
あなた自身が、同じ出身国の人たちへの支援者として行政に協力できるとしたら、

どのようなことで協力できると思いますか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「日本の文化や生活に必要な情報・知識について、同じ出身国の人たちに教えるなど、人とコ

ミュニティを繋げること」が 39.6％と最も高く、次いで「通訳など、話すこと」が 38.0％、

「同じ出身国の人たちが困っていたら、相談に乗って、市役所の関係窓口を案内してあげるな

ど、人と市役所を繋げること」が 31.8％と続いています。 

 

 

 

  

39.6

38.0

31.8

27.2

20.5

19.6

7.0

6.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

人とコミュニティを繋げること（※１）

通訳など、話すこと

人と市役所を繋げること（※２）

情報を正確に伝達・発信すること（※３）

役所へ出す申請書の記入補助など、書くこと

母語や母国の文化の保持、継承、紹介に関すること

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

※1 日本の文化や生活に必要な情報・知識について、同じ出身国の人たちに教えるなど、人とコミュニティを繋げること

※2 同じ出身国の人たちが困っていたら、相談に乗って、市役所の関係窓口を案内してあげるなど、人と市役所を繋げること

※3 地震や風水害があったとき、避難指示や市役所からの情報を正確に同じ出身国の人たちへ伝えるなど、情報伝達・発信すること

（％） 

同じ出身国の人たちへの支援 
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２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、ベトナムでは「日本の文化や生活に必要な情報・知識について、

同じ出身国の人たちに教えるなど、人とコミュニティを繋げること」が、中国では「同じ出身

国の人たちが困っていたら、相談に乗って、市役所の関係窓口を案内してあげるなど、人と市

役所を繋げること」が、フィリピンでは「通訳など、話すこと」が、それぞれ高くなっていま

す。 

 

 

 

 

  

同じ出身国の人たちへの支援（国籍別） 
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３）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、８点以下と９～11 点では「日本の文化や生活に必要な情報・知識に

ついて、同じ出身国の人たちに教えるなど、人とコミュニティを繋げること」が、12～15 点

と 16 点以上では「通訳など、話すこと」が最も高くなっています。また、16 点以上では「通

訳など、話すこと」以外の項目でも 16 点未満より高い傾向があるため、日本語能力の高いこ

とが、様々な分野で「同じ出身国の人たちを支援する」意識が高くなることがうかがえます。 

 

 

 

 

  

同じ出身国の人たちへの支援（日本語能力別） 



第５章 日ごろの活動について 

59 

4）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、それぞれ「日本の文化や生活に必要な情報・知識について、同じ出身国

の人たちに教えるなど、人とコミュニティを繋げること」、「通訳など、話すこと」が高くなっ

ているほか、永住者の配偶者等では「地震や風水害があったとき、避難指示や市役所からの情

報を正確に同じ出身国の人たちへ伝えるなど、情報伝達・発信すること」なども高くなってい

ます。 

また、技術・人文知識・国際業務では全ての項目で全体平均を上回っており、どの分野でも支

援・協力しようと思う意識が高い、と考えられます。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参

考値） 

 

 

（％） 

合
計 

通
訳
な
ど
、
話
す
こ
と 

役
所
へ
出
す
申
請
書
の
記
入
補
助
な

ど
、
書
く
こ
と 

情
報
伝
達
・
発
信
す
る
こ
と 

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
る
こ
と 

人
と
市
役
所
を
繋
げ
る
こ
と 

母
語
や
母
国
の
文
化
の
保
持
、
継
承
、

紹
介
に
関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 38.0  20.5  27.2  39.6  31.8  19.6  7.0  6.2  

永住者 n=292 100.0 39.4  21.9  25.7  33.9  34.6  14.0  6.8  9.2  

特別永住者 n=0 0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

定住者 n=132 100.0 34.1  21.2  33.3  40.9  29.5  22.0  6.8  7.6  

日本人の配偶者等

n=55 
100.0 52.7  12.7  20.0  32.7  40.0  12.7  7.3  0.0  

永住者の配偶者等

n=15 
100.0 40.0  20.0  40.0  40.0  6.7  6.7  13.3  6.7  

技能実習 n=82 100.0 23.2  6.1  15.9  47.6  13.4  24.4  4.9  2.4  

留学 n=0 0.0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

家族滞在 n=31 100.0 32.3  22.6  32.3  58.1  25.8  19.4  3.2  6.5  

技術・人文知識・国

際業務 n=60 
100.0 55.0  33.3  36.7  56.7  51.7  40.0  5.0  0.0  

特定活動 n=9 100.0 33.3  22.2  44.4  11.1  22.2  44.4  11.1  0.0  

特定技能 n=9 100.0 55.6  22.2  22.2  22.2  33.3  33.3  0.0  0.0  

その他 n=16 100.0 18.8  25.0  12.5  43.8  18.8  12.5  18.8  6.3  

  

同じ出身国の人たちへの支援（在留資格別） 
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5）居住地区別の分析結果 

○居住地区別にみると、それぞれ「日本の文化や生活に必要な情報・知識について、同じ出身国

の人たちに教えるなど、人とコミュニティを繋げること」、「通訳など、話すこと」が高くなっ

ているほか、猿投、竜神地区などでは「地震や風水害があったとき、避難指示や市役所からの

情報を正確に同じ出身国の人たちへ伝えるなど、情報伝達・発信すること」も高くなっていま

す。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

通
訳
な
ど
、
話
す
こ
と 

役
所
へ
出
す
申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
、
書

く
こ
と 

情
報
伝
達
・
発
信
す
る

こ
と 

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
繋
げ
る
こ
と 

人
と
市
役
所
を
繋
げ

る
こ
と 

母
語
や
母
国
の
文
化

の
保
持
、
継
承
、
紹
介

に
関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 38.0 20.5 27.2 39.6 31.8 19.6 7.0 6.2 

崇化館 n=35 100.0 51.4 20.0 25.7 45.7 40.0 25.7 2.9 0.0 

朝日丘 n=31 100.0 41.9 19.4 16.1 45.2 32.3 25.8 0.0 3.2 

豊南 n=31 100.0 48.4 25.8 12.9 35.5 45.2 22.6 3.2 6.5 

高橋 n=45 100.0 33.3 22.2 33.3 35.6 26.7 20.0 11.1 2.2 

上郷 n=25 100.0 16.0 8.0 24.0 40.0 12.0 20.0 8.0 12.0 

高岡 n=30 100.0 36.7 10.0 16.7 26.7 30.0 20.0 6.7 10.0 

保見 n=159 100.0 28.3 22.6 32.7 33.3 30.2 16.4 11.3 11.3 

猿投 n=10 100.0 20.0 20.0 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 10.0 

猿投台 n=21 100.0 52.4 23.8 33.3 33.3 42.9 19.0 9.5 4.8 

石野 n=1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

松平 n=5 100.0 60.0 40.0 40.0 20.0 40.0 0.0 20.0 0.0 

竜神 n=25 100.0 24.0 20.0 36.0 36.0 28.0 28.0 12.0 8.0 

美里 n=34 100.0 41.2 20.6 35.3 55.9 32.4 11.8 2.9 0.0 

逢妻 n=42 100.0 50.0 33.3 33.3 54.8 47.6 31.0 9.5 2.4 

若園 n=18 100.0 38.9 5.6 16.7 44.4 27.8 22.2 0.0 0.0 

梅坪台 n=29 100.0 41.4 20.7 10.3 51.7 34.5 10.3 10.3 0.0 

前林 n=7 100.0 57.1 14.3 28.6 71.4 28.6 14.3 0.0 0.0 

益富 n=2 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

末野原 n=25 100.0 60.0 24.0 32.0 52.0 32.0 20.0 0.0 4.0 

井郷 n=16 100.0 31.3 6.3 12.5 31.3 31.3 31.3 6.3 6.3 

藤岡 n=11 100.0 45.5 36.4 18.2 63.6 54.5 18.2 9.1 0.0 

藤岡南 n=14 100.0 35.7 7.1 0.0 21.4 14.3 28.6 0.0 7.1 

小原 n=2 100.0 0.0 0.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

足助 n=2 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

同じ出身国の人たちへの支援（居住地区別） 



第５章 日ごろの活動について 

61 

（％） 

合
計 

通
訳
な
ど
、
話
す
こ
と 

役
所
へ
出
す
申
請
書

の
記
入
補
助
な
ど
、
書

く
こ
と 

情
報
伝
達
・
発
信
す
る

こ
と 

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
繋
げ
る
こ
と 

人
と
市
役
所
を
繋
げ

る
こ
と 

母
語
や
母
国
の
文
化

の
保
持
、
継
承
、
紹
介

に
関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

回
答
な
し 

下山 n=2 100.0 50.0 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 

旭 n=2 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

稲武 n=1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 

浄水 n=17 100.0 23.5 17.6 29.4 29.4 29.4 17.6 5.9 0.0 
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67.5%

62.6%

28.1%

21.6%

21.3%

46.6%

7.7%

12.3%

17.3%

1.3%

2.3%

6.0%

0.6%
0.9%

1.5%

1.4%

0.6%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

市民意識調査（R１）

住みよい どちらかと言えば住みよい

どちらとも言えない どちらかと言えば住みにくい

住みにくい 回答なし

ｎ＝

ｎ＝

3,639

342

713

ｎ＝

ｎ＝

342

713

第６章 住みやすさとまちづくりの評価について 

 

１ 豊田市の住みよさ 

問 19 あなたは、豊田市を住みよいまちだと思いますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○豊田市が住みよいまちだと思う人（「住みよい」+「どちらかと言えば住みよい」）は 89.1％と

なっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○豊田市が住みよいまちだと思う人（「住みよい」+「どちらかと言えば住みよい」）は、前回調査

と比較すると 5.2 ポイント高くなっており、市民意識調査と比較すると 14.4 ポイント高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊田市の住みよさ 

（R2） 



第６章 住みやすさとまちづくりの評価について 

63 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、豊田市が住みよいまちだと思う人（「住みよい」+「どちらかと言えば住みよ

い」）は、高い順にブラジルが 95.6％、中国が 86.3％、フィリピンが 86.0％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.5%

81.6%

51.3%

69.3%

62.6%

50.5%

21.6%

14.0%

35.0%

14.9%

23.4%

33.0%

7.7%

1.1%

8.5%

15.8%

14.0%

9.3%

1.3%

1.1%

1.7%

0.0%

0.0%

4.1%

0.6%

0.7%

1.7%
0.0%

0.0%

0.0%

1.4%

1.5%

1.7%

0.0%

0.0%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

豊田市の住みよさ（国籍別）

住みよい どちらかと言えば住みよい

どちらとも言えない どちらかと言えば住みにくい

住みにくい 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝
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２ 生活環境の満足度 

問 20 あなたは、お住まいの周囲の生活環境に満足していますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○周囲の生活環境に満足している人（「満足している」+「どちらかと言えば満足している」）は

76.7％となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○周囲の生活環境に満足している人（「満足している」+「どちらかと言えば満足している」）は、

前回調査と比較すると 1.6 ポイント高くなっています。 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、周囲の生活環境に満足している人（「満足している」+「どちらかと言えば満

足している」）は、中国が 82.0％と最も高く、次いでフィリピン 78.5％、ブラジルが 78.3％、

ベトナム 67.5％となっています。一方、「満足している」に限った回答では、ブラジルが 63.2%

と最も高く、次いでベトナム 57.0％、フィリピン 56.1%となっています。 

 

56.4%

52.6%

20.3%

22.5%

17.7%

20.2%

2.5%

2.9%

1.3%

1.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

生活環境の満足度

満足している どちらかと言えば満足している 普通

どちらかと言えば満足していない 不満 回答なし

ｎ＝

713

342

ｎ＝

713

ｎ＝

713

342

ｎ＝

713

56.4%

63.2%

50.4%

57.0%

56.1%

44.3%

20.3%

15.1%

31.6%

10.5%

22.4%

30.9%

17.7%

14.0%

14.5%

28.1%

19.6%

17.5%

2.5%

3.7%

1.7%

1.8%

0.9%

3.1%

1.3%

2.2%

0.9%

0.9%
0.0%

1.0%

1.8%

1.8%

0.9%

1.8%

0.9%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

生活環境の満足度（国籍別）

満足している どちらかと言えば満足している 普通

どちらかと言えば満足していない 不満 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

（R2） 
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４）居住地区別の比較分析結果 

○居住地区別にみると、周囲の生活環境に満足している人（「満足している」+「どちらかと言え

ば満足している」）は、最も外国人居住人数の多い保見地区で 69.2%、保見地区以外で 79.7%

となっています。 

 

56.4%

50.3%

59.8%

20.3%

18.9%

19.9%

17.7%

18.2%

17.2%

2.5%

5.0%

1.2%

1.3%

3.1%

0.8%

1.8%

4.4%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

保見地区

保見地区以外

生活環境の満足度（居住地区別）

満足している どちらかと言えば満足している

普通 どちらかと言えば満足していない

不満 回答なし

159

483

713

ｎ＝
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51.2

47.7

37.8

34.9

34.0

30.0

22.9

21.6

20.7

1.1

2.4

57.6

46.3

38.5

36.2

33.9

22.2

24.1

19.1

16.0

0.8

0.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

治安がよく安全で安心な点

働く場所がある点

公共施設、病院が整っている点

人があたたかい点

交通の便がよい点

商業施設が整っている点

子育てのしやすい点

自然が豊かな点

知り合いがいる点

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 547

前回調査（Ｈ28） 257

３ どんな点で満足しているか 

問 20-1 どんな点で満足していますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○周囲の生活環境に満足している人について、どんな点で満足しているか聞いたところ、「治安

がよく安全で安心な点」が 51.2%と最も高くなっており、次いで「働く場所がある点」が

47.7%、「公共施設、病院が整っている点」が 37.8%、「人があたたかい点」が 34.9%、「交

通の便がよい点」が 34.0%となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「商業施設が整っている点」が 7.8 ポイント、「知り合いがいる点」が

4.7 ポイントとそれぞれ高くなっているのに対して、「治安がよく安全で安心な点」が 6.4 ポ

イント低くなっています。 

 

 

 

 

 

（％） 

どんな点で満足しているか 

（R2） 
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34.9% 34.0% 22.9% 47.7% 30.0% 21.6% 37.8% 20.7% 51.2%
1.1%

2.4%

32.4% 19.7% 30.5% 60.6% 38.0% 24.4% 45.1% 21.6% 53.5%
0.5%

1.4%

54.2% 35.4% 24.0% 32.3% 13.5% 17.7% 30.2% 17.7% 45.8%
2.1%

7.3%

28.6% 67.5% 7.8% 31.2% 42.9% 14.3% 33.8% 14.3% 54.5%
1.3% 1.3%

28.6% 48.8% 19.0% 60.7% 21.4% 14.3% 36.9% 34.5% 54.8%
1.2%

31.5% 21.9% 19.2% 32.9% 23.3% 34.2% 31.5% 12.3% 42.5%
1.4%

2.7%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

人
が
あ
た
た
か
い
点

働
く
場
所
が
あ
る
点

商
業
施
設
が
整
っ

て
い
る
点

交
通
の
便
が
よ
い
点

全体（ｎ=547）

ブラジル（ｎ=213）

中国（ｎ=96）

自
然
が
豊
か
な
点

知
り
合
い
が
い
る
点

治
安
が
よ
く
安
全
で
安
心
な
点

公
共
施
設
、
病
院
が

整
っ
て
い
る
点

そ
の
他

回
答
な
し

子
育
て
の
し
や
す
い
点

その他（ｎ=73）

フィリピン（ｎ=84）

ベトナム（ｎ=77）

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルとフィリピンではそれぞれ「働く場所がある点」、中国では「人があたたかい点」、ベトナムでは「交通の便がよい点」

がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どんな点で満足しているか（国籍別） 

6
7
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45.0

42.5

37.9

35.3

33.4

32.8

30.0

28.8

25.9

24.3

21.2

17.3

16.0

15.1

14.0

10.2

20.8

14.0

14.6

13.2

0.0

19.9

11.4

0.0

0.0

0.0

21.3

16.4

8.5

4.4

20.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

犯罪に対して安全で安心なまち

必要な医療が受けられるまち

国際交流が活発で、日本人も外国人もともに暮らしやすいまち

地震や風水害に対して安心なまち

高齢になっても活躍できる環境が整っているまち

利用しやすい公共交通が整っているまち

公園や緑地が身近にあるまち

高齢者が安心して暮らすことのできるまち

学校教育が充実したまち

女性が活躍できる環境が整っているまち

商業地に魅力とにぎわいのあるまち

交通や観光等の移動に必要な情報が得やすいまち

出産、子育てがしやすいまち

資源をむだにしない循環型社会の実現に取り組むまち

障がい者が地域で安心して自分らしく生活できるまち

観光客が訪れるまち

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 342

４ 特に力を入れてほしい取組 

問 21 あなたが、今後力を入れてほしいと感じている市のまちづくりの取組みを教えてく

ださい。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○特に力を入れてほしい市のまちづくりの取組については、「犯罪に対して安全で安心なまち」

が 45.0%と最も高くなっており、次いで「必要な医療が受けられるまち」が 42.5％、「国際

交流が活発で、日本人も外国人もともに暮らしやすいまち」が 37.9%となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

※本調査では、前回識調査の項目を３つ選ぶ回答方法から、項目を５つ選ぶ回答方法に変更した

ことから、比較する母数が異なるため、割合を比較する際には留意する必要があります。また、

前回調査と本調査と選択項目が違うため、グラフに表示できない項目があります。 

○前回調査と比較すると、前回最も高かった「商業地に魅力とにぎわいのあるまち」は、ほぼ横

ばいにも関わらず、本調査の他の回答項目に比べて低くなっています。前回調査では、次いで

高かった「犯罪に対して安全で安心なまち」は 24.2 ポイント高くなっており、一方、同じ割

合であった「観光客が訪れるまち」は 10.6 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

特に力を入れてほしい取組 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、ベトナム、その他では「犯罪に対して安全で安心なまち」、中国では「高齢者が安心して暮らすことのできるまち」、

フィリピンでは「必要な医療が受けられるまち」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特に力を入れてほしい取組（国籍別） 

6
9
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4）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、「犯罪に対して安全で安心なまち」が全体を通して高くなっています。また、永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者

等では「必要な医療が受けられるまち」が、特定活動では「地震や風水害に対して安心なまち」が高くなっています。 

（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

出
産
、
子
育
て
が
し
や
す
い
ま
ち 

学
校
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち 

高
齢
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
い
る
ま
ち 

女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
る
ま
ち 

必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
ま
ち 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち 

障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
生
活
で
き
る
ま
ち 

地
震
や
風
水
害
に
対
し
て
安
心
な
ま

ち 犯
罪
に
対
し
て
安
全
で
安
心
な
ま
ち 

商
業
地
に
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち 

交
通
や
観
光
等
の
移
動
に
必
要
な
情

報
が
得
や
す
い
ま
ち 

観
光
客
が
訪
れ
る
ま
ち 

資
源
を
む
だ
に
し
な
い
循
環
型
社
会

の
実
現
に
取
り
組
む
ま
ち 

公
園
や
緑
地
が
身
近
に
あ
る
ま
ち 

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
が
整
っ
て

い
る
ま
ち 

国
際
交
流
が
活
発
で
、
日
本
人
も
外

国
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 16.0  25.9  33.4  24.3  42.5  28.8  14.0  35.3  45.0  21.2  17.3  10.2  15.1  30.0  32.8  37.9  4.2  

永住者 n=292 100.0 15.8  28.8  41.8  23.6  44.9  39.4  15.8  32.9  42.1  16.8  12.7  8.9  14.7  27.4  26.7  33.9  4.8  

特別永住者 n=0 0.0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

定住者 n=132 100.0 19.7  28.8  37.1  36.4  42.4  24.2  21.2  37.9  45.5  22.7  15.2  12.1  25.0  42.4  28.0  38.6  4.5  

日本人の配偶者等 

n=55 
100.0 20.0  25.5  27.3  27.3  47.3  40.0  14.5  32.7  40.0  18.2  14.5  7.3  5.5  30.9  47.3  36.4  3.6  

永住者の配偶者等 

n=15 
100.0 6.7  13.3  20.0  33.3  60.0  20.0  6.7  33.3  33.3  13.3  20.0  13.3  13.3  26.7  53.3  33.3  6.7  

技能実習 n=82 100.0 8.5  12.2  17.1  12.2  31.7  8.5  6.1  42.7  53.7  30.5  34.1  9.8  13.4  23.2  41.5  50.0  2.4  

留学 n=0 0.0 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

家族滞在 n=31 100.0 19.4  38.7  25.8  12.9  58.1  22.6  12.9  35.5  61.3  16.1  19.4  9.7  16.1  35.5  32.3  25.8  3.2  

技術・人文知識・

国際業務 n=60 
100.0 25.0  28.3  21.7  21.7  33.3  15.0  3.3  26.7  38.3  35.0  26.7  8.3  10.0  16.7  36.7  48.3  3.3  

特定活動 n=9 100.0 11.1  22.2  33.3  11.1  66.7  22.2  33.3  77.8  55.6  11.1  0.0  44.4  22.2  44.4  22.2  22.2  0.0  

特定技能 n=9 100.0 11.1  33.3  33.3  11.1  11.1  0.0  0.0  11.1  44.4  22.2  33.3  11.1  11.1  22.2  44.4  33.3  22.2  

その他 n=16 100.0 0.0  6.3  31.3  18.8  25.0  18.8  12.5  31.3  50.0  25.0  12.5  25.0  12.5  31.3  50.0  56.3  0.0  

特に力を入れてほしい取組（在留資格別） 

7
0
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14.0% 22.4% 29.9% 10.7% 11.8% 11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

日本語の能力の現状（聞く）

あいさつや呼びかけが分かる。曜日・日付等が分かる

簡単な日本語なら質問が分かる

職場や家庭など日常会話が分かる

電車やバスの車内放送や病院のアナウンスを聞いて必要な行動がとれる

日本人と同じくらいできる

回答なし

ｎ＝

713

第７章 日本語能力や学習状況 

１ 日本語の能力の現状 

※前回調査から選択肢の内容を一部変更しています。変更後の選択肢の内容は、「とよた日本語学

習支援システム」における「とよた日本語能力判定の評価基準」に沿ったものとしており、本調

査においては、システムの「０～１レベル」「２レベル」「３レベル」「４レベル」「それ以上（＝

日本人と同じくらいできる）」の５段階に合わせて設定しています。 

 

問 22 あなたは、どの程度日本語ができますか。（①聞く）（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を聞く能力について、「職場や家庭など日常会話が分かる」が 29.9%と最も高く、次い

で「簡単な日本語なら質問がわかる」が 22.4%、「あいさつや呼びかけ分かる。曜日・日付等

が分かる」が 14.0%となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査の、「日常会話がわかる」と本調査の「職場や家庭など日常会話が分かる」を比べる

と、12.2 ポイント低くなっています。また、「日本人と同じくらいできる」は、0.7 ポイント

高くなっていますが大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1% 26.3% 42.1% 14.0% 11.1%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

まったく聞き取れない 簡単な自己紹介がわかる

日常会話がわかる テレビやラジオのニュースがわかる

日本人と同じくらいできる 回答なし

ｎ＝

342

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムの「簡単な日本語なら質問が分かる」が 36.0％と最も高く、ベト

ナムを除いた国では、「職場や家庭の日常会話がわかる」が、中国で 31.6%、ブラジルで 30.5%、

フィリピンで 27.1%と最も高くなっています。 

 

 

  

14.0%

18.4%

13.7%

8.8%

13.1%

10.3%

22.4%

24.3%

11.1%

36.0%

20.6%

16.5%

29.9%

30.5%

31.6%

31.6%

27.1%

28.9%

10.7%

9.6%

15.4%

10.5%

6.5%

13.4%

11.8%

11.4%

18.8%

0.9%

10.3%

18.6%

11.2%

5.9%

9.4%

12.3%

22.4%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語の能力の現状（聞く）（国籍別）

あいさつや呼びかけが分かる。曜日・日付等が分かる

簡単な日本語なら質問が分かる

職場や家庭など日常会話が分かる

電車やバスの車内放送や病院のアナウンスを聞いて必要な行動がとれる

日本人と同じくらいできる

117

272

114

107

97

713

ｎ＝
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、特定活動の「簡単な日本語なら質問が分かる」が 55.6％と最も高く、

次いで、その他の「職場や家庭など日常会話が分かる」が 43.8％、家族滞在の「簡単な日本

語なら質問が分かる」が 41.9％、技術・人文知識・国際業務の「職場や家庭など日常会話が

分かる」が 36.7％、技能実習の「簡単な日本語なら質問が分かる」が 36.6％と高くなってい

ます。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

  

14.0%

12.7%

0.0%

18.2%

20.0%

20.0%

14.6%

0.0%

19.4%

1.7%

22.2%

11.1%

6.3%

22.4%

16.4%

0.0%

22.0%

16.4%

13.3%

36.6%

0.0%

41.9%

23.3%

55.6%

33.3%

18.8%

29.9%

30.1%

0.0%

31.8%

32.7%

6.7%

28.0%

0.0%

25.8%

36.7%

22.2%

11.1%

43.8%

10.7%

9.2%

0.0%

8.3%

12.7%

26.7%

8.5%

0.0%

3.2%

23.3%

0.0%

33.3%

12.5%

11.8%

19.2%

0.0%

8.3%

9.1%

6.7%

0.0%

0.0%

3.2%

10.0%

0.0%

0.0%

6.3%

11.2%

12.3%

0.0%

11.4%

9.1%

26.7%

12.2%

0.0%

6.5%

5.0%

0.0%

11.1%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

あいさつや呼びかけが分かる。曜日・日付等が分かる

簡単な日本語なら質問が分かる

職場や家庭など日常会話が分かる

電車やバスの車内放送や病院のアナウンスを聞いて必要な行動がとれる

日本人と同じくらいできる

回答なし

132

292

15

82

9

713

ｎ＝

0

55

0

16

31

60

9

日本語の能力の現状（聞く）（在留資格別） 
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14.0%

14.3%

18.8%

15.3%

10.2%

13.2%

6.5%

22.4%

14.3%

33.8%

22.5%

18.9%

14.9%

10.9%

29.9%

14.3%

29.1%

29.7%

29.6%

30.6%

34.8%

10.7%

0.0%

8.9%

17.1%

10.7%

8.3%

13.0%

11.8 

28.6 

1.4 

4.5 

17.0 

23.1 

21.7 

11.2 

28.6 

8.0 

10.8 

13.6 

9.9 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

あいさつや呼びかけが分かる。曜日・日付等が分かる

簡単な日本語なら質問が分かる

職場や家庭など日常会話が分かる

電車やバスの車内放送や病院のアナウンスを聞いて必要な行動がとれる

日本人と同じくらいできる

回答なし

213

111

206

713

ｎ＝

7

46

121

５）日本での居住年数別の分析結果 

○日本での居住年数別にみると、「職場や家庭など日常会話が分かる」「日本人と同じくらいで

きる」が、おおよそ居住年数が増えるごとに高くなっています。一方、居住年数が 30 年以上

であっても、「あいさつや呼びかけが分かる。曜日・日付等が分かる（6.5%）」「簡単な日本語

なら質問が分かる（10.9%）」等、比較的初歩の日常会話がままならない層も少なからずいる

ことがみてとれます。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

 

 

  

日本語の能力の現状（聞く）（居住年数別） 
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18.4% 25.0% 18.4% 17.5% 10.0% 10.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

日本語の能力の現状（話す）

あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える

簡単な質問なら単語で答えられる

質問に文で答えられる。簡単な感想を述べられる

相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、まとまった話ができる

日本人と同じくらいできる

回答なし

ｎ＝

713

問 22 あなたは、どの程度日本語ができますか。（②話す）（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を話す能力について、「簡単な質問なら単語で答えられる」が 25.0％と最も高く、次い

で「あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える」「質問に文でこ

たえられる」が 18.4%、「相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、

まとまった話ができる」が 17.5%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査の「日常会話ができる」と本調査の「質問に文で答えられる。簡単な感想を述べられ

る」を比べると、22.5 ポイント低くなっています。また、「日本人と同じくらいできる」は、

0.4 ポイント高くなっていますが大きな変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.5%

27.2% 40.9% 17.5% 9.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

まったく話せない 簡単な自己紹介ができる

日常会話ができる 仕事や学校で打合せができる

日本人と同じくらいできる 回答なし

ｎ＝

342

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムの「簡単な質問なら単語で答えられる」が 44.7％と最も高くなっ

ています。次いで、中国の「相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、

まとまった話ができる」が 28.2％、ブラジルの「簡単な質問なら単語で答えられる」が 26.1％、

フィリピンの「あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える」が

25.2％と高くなっています。 

 

 

  

18.4%

24.6%

12.8%

8.8%

25.2%

11.3%

25.0%

26.1%

10.3%

44.7%

20.6%

21.6%

18.4%

15.8%

21.4%

20.2%

12.1%

27.8%

17.5%

17.6%

28.2%

13.2%

17.8%

9.3%

10.0%

11.0%

16.2%

0.9%

2.8%

17.5%

11.2%

4.8%

11.1%

12.3%

21.5%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語の能力の現状（話す）（国籍別）

あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える

簡単な質問なら単語で答えられる

質問に文で答えられる。簡単な感想を述べられる

相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、まとまった話ができる

日本人と同じくらいできる

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、特定技能の「簡単な質問なら単語で答えられる」が 55.6％と最も高く、

次いで、技能実習の「簡単な質問なら単語で答えられる」が 48.8％、特定技能の「質問に文

で答えられる。簡単な感想を述べられる」が 44.4％と高くなっています。（※ｎ数が 10 以下

であるカテゴリは参考値） 

 

 

  

18.4%

15.8%

0.0%

26.5%

27.3%

33.3%

15.9%

0.0%

22.6%

3.3%

22.2%

11.1%

18.8%

25.0%

19.9%

0.0%

23.5%

12.7%

6.7%

48.8%

0.0%

41.9%

20.0%

33.3%

55.6%

25.0%

18.4%

14.7%

0.0%

16.7%

27.3%

20.0%

15.9%

0.0%

19.4%

30.0%

44.4%

11.1%

31.3%

17.5%

21.6%

0.0%

16.7%

16.4%

6.7%

6.1%

0.0%

6.5%

33.3%

0.0%

11.1%

6.3%

10.0%

16.4%

0.0%

5.3%

7.3%

6.7%

1.2%

0.0%

3.2%

8.3%

0.0%

0.0%

12.5%

10.8%

11.6%

0.0%

11.4%

9.1%

26.7%

12.2%

0.0%

6.5%

5.0%

0.0%

11.1%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える

簡単な質問なら単語で答えられる

質問に文で答えられる。簡単な感想を述べられる

相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、まとまった話ができる

日本人と同じくらいできる

回答なし

55

292

82

0

16

713

ｎ＝

0

132

31

60

9

9

15

日本語の能力の現状（話す）（在留資格別） 
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18.4%

14.3%

23.9%

19.8%

17.5%

10.7%

13.0%

25.0%

14.3%

33.8%

23.4%

22.3%

21.5%

8.7%

18.4%

0.0%

23.0%

19.8%

14.6%

19.8%

10.9%

17.5%

28.6%

8.9%

21.6%

21.8%

18.2%

28.3%

10.0%

14.3%

1.4%

2.7%

14.1%

18.2%

26.1%

10.8%

28.6%

8.9%

12.6%

9.7%

11.6%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

あいさつ、名前が言える。出身や電話番号等基本的なことが単語で言える

簡単な質問なら単語で答えられる

質問に文で答えられる。簡単な感想を述べられる

相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、まとまった話ができる

日本人と同じくらいできる

回答なし

206

121

713

ｎ＝

7

213

111

46

５）日本での居住年数別の分析結果 

○日本での居住年数別にみると、１年以上５年未満、５年以上 10 年未満、10 年以上 20 年未

満、20 年以上 30 年未満で「簡単な質問なら単語で答えられる」が最も高くなっており、１

年未満、30 年以上では「相手に説明を求めたり質問ができる。自分の経験やできごとなど、

まとまった話ができる」が最も高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考

値） 

 

 

  
日本語の能力の現状（話す）（居住年数別） 
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25.9% 39.8% 9.1% 10.0% 7.3% 7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

日本語の能力の現状（読む）

まったく読めない、または、ひらがな、カタカナ、漢字で書かれた自分の名前などなら理解できる

簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や文の意味が分かる

自分で辞書を調べて日常生活でよく使われる文章（回覧板等）が理解できる

自分で辞書を調べて日常生活であまり使われない文や文章が理解できる

日本人と同じくらいできる

回答なし

ｎ＝

713

問 22 あなたは、どの程度日本語ができますか。（③読む）（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を読む能力について、「簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や

文の意味が分かる」が 39.8%と最も高く、次いで「まったく読めない、または、ひらがな、

カタカナ、漢字で書かれた自分の名前などなら理解できる」が 25.9%、「自分で辞書を調べて

日常生活であまり使われない文や文章が理解できる」が 10.0%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査の「看板など、日常生活で見る漢字はわかる」と本調査の「自分で辞書を調べて日常

生活でよく使われる文章（回覧板等）が理解できる」を比べると 20.3 ポイント高くなってい

ます。また、「日本人と同じくらいできる」は 0.9 ポイント低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.4% 35.1% 29.5% 9.6% 8.2%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

まったく読めない ひらがな（カタカナ）が読める

看板など、日常生活で見る漢字はわかる このアンケートをふりがな無しで読める

日本人と同じくらいできる 回答なし

ｎ＝

342

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムの「簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や

文の意味が分かる」が 54.4％と最も高く、次いで、ブラジルの 40.4％となっています。フィ

リピンでは「まったく読めない、または、ひらがな、カタカナ、漢字で書かれた自分の名前な

どなら理解できる」が 40.2％となっている一方、「日本人と同じくらいできる」を見ると中国

で 16.2％と、最も高くなっています。 

 

  

25.9%

33.5%

12.8%

13.2%

40.2%

20.6%

39.8%

40.4%

35.9%

54.4%

28.0%

37.1%

9.1%

8.1%

9.4%

14.0%

6.5%

9.3%

10.0%

5.5%

21.4%

8.8%

6.5%

13.4%

7.3%

7.0%

16.2%

0.9%

1.9%

11.3%

7.9%

5.5%

4.3%

8.8%

16.8%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語の能力の現状（読む）（国籍別）

まったく読めない、または、ひらがな、カタカナ、漢字で書かれた自分の名前などなら理解できる

簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や文の意味が分かる

自分で辞書を調べて日常生活でよく使われる文章（回覧板等）が理解できる

自分で辞書を調べて日常生活であまり使われない文や文章が理解できる

日本人と同じくらいできる

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝
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25.9%

22.9%

0.0%

38.6%

40.0%

33.3%

17.1%

0.0%

29.0%

8.3%

22.2%

33.3%

25.0%

39.8%

37.0%

0.0%

36.4%

32.7%

40.0%

59.8%

0.0%

45.2%

28.3%

66.7%

44.4%

56.3%

9.1%

8.9%

0.0%

7.6%

9.1%

13.3%

13.4%

0.0%
0.0%

18.3%
0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

10.3%

0.0%

6.1%

9.1%

0.0%

2.4%

0.0%

9.7%

30.0%

11.1%

0.0%

12.5%

7.3%

12.3%

0.0%
3.0%

1.8%

0.0%

1.2%

0.0%
3.2%

11.7%

0.0%

0.0%

6.3%

7.9%

8.6%

0.0%

8.3%

7.3%

13.3%

6.1%

0.0%

12.9%

3.3%

0.0%

22.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

まったく読めない、または、ひらがな、カタカナ、漢字で書かれた自分の名前などなら理解できる

簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や文の意味が分かる

自分で辞書を調べて日常生活でよく使われる文章（回覧板等）が理解できる

自分で辞書を調べて日常生活であまり使われない文や文章が理解できる

日本人と同じくらいできる

回答なし

55

292

82

0

16

713

ｎ＝

0

132

31

60

9

9

15

４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、技能実習の「簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる

語や文の意味が分かる」が 59.8％と高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは

参考値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語の能力の現状（読む）（在留資格別） 
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18.4%

28.6%

24.4%

31.5%

25.2%

28.9%

17.4%

25.0%

14.3%

50.2%

36.0%

34.0%

34.7%

43.5%

18.4%

14.3%

11.7%

7.2%

8.7%

7.4%

6.5%

17.5%

7.0%

16.2%

11.2%

5.8%

15.2%

10.0%

14.3%

1.4%

1.8%

11.7%

14.9%

8.7%

11.2%

28.6%

5.2%

7.2%

9.2%

8.3%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

まったく読めない、または、ひらがな、カタカナ、漢字で書かれた自分の名前などなら理解できる

簡単な日本語で書かれていれば、日常生活でよく使われる語や文の意味が分かる

自分で辞書を調べて日常生活でよく使われる文章（回覧板等）が理解できる

自分で辞書を調べて日常生活であまり使われない文や文章が理解できる

日本人と同じくらいできる

回答なし

111

213

46

713

ｎ＝

7

206

121

５）日本での居住年数別の分析結果 

○日本での居住年数別にみると、1 年未満以外では「簡単な日本語で書かれていれば、日常生活

でよく使われる語や文の意味が分かる」が高くなっています。一方で「日本人と同じくらいで

きる」をみると、20 年以上 30 年未満（14.9％）、１年未満（14.3％）、10 年以上 20 年未

満（11.7％）が高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語の能力の現状（読む）（居住年数別） 
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問 22 あなたは、どの程度日本語ができますか。（④書く）（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を書く能力について、「まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が

高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける」が 38.1%と最も高く、次いで「人

に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける」が

27.1%、「自分で辞書を調べて、問い合わせメールなどが書ける」が 10.8%となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査の「まったく書けない」と、本調査の「まったく書けない、または、名前、国名、住

所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける」を比較すると、

20.0 ポイント高くなっています。一方、前回調査の「ひらがな（カタカナ）が書ける」と、

本調査の「人に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書

ける」を比較すると 19.1 ポイント低くなっています。また、「日本人と同じくらいできる」

では 0.８ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

38.1% 27.1% 10.2% 10.8% 6.9% 6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

日本語の能力の現状（書く）

まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける

人に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける

自分で辞書を調べて、履歴書の志望動機などが書ける

自分で辞書を調べて、問い合わせメールなどが書ける

日本人と同じくらいできる

回答なし

ｎ＝

713

18.1% 46.2% 21.3% 7.3% 6.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査(H28)

まったく書けない ひらがな（カタカナ）が書ける

漢字を使って短い文章が書ける 漢字を使って長い文章が書ける

日本人と同じくらいできる 回答なし

ｎ＝

342

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルの「まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度

が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける」が 51.1％と最も高く、次いでフ

ィリピン「まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、

カタカナ、漢字のいずれかで書ける」が 45.8％、ベトナムでは「人に助けてもらいながら、

日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける」が 43.9％と高くなっています。

一方「日本人と同じくらいできる」をみると、中国の 17.1%が最も高くなっています。 

 

 

  

38.1%

51.1%

22.2%

22.8%

45.8%

30.9%

27.1%

24.3%

21.4%

43.9%

20.6%

27.8%

10.2%

7.7%

15.4%

17.5%

5.6%

7.2%

10.8%

7.0%

18.8%

8.8%

10.3%

15.5%

6.9%

6.3%

17.1%

0.9%

1.9%

9.3%

6.9%

3.7%

5.1%

6.1%

15.9%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語の能力の現状（書く）（国籍別）

まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける

人に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける

自分で辞書を調べて、履歴書の志望動機などが書ける

自分で辞書を調べて、問い合わせメールなどが書ける

日本人と同じくらいできる

回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝
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38.1%

37.0%

0.0%

47.7%

49.1%

66.7%

28.0%

0.0%

51.6%

11.7%

55.6%

33.3%

25.0%

27.1%

23.3%

0.0%

26.5%

27.3%

13.3%

53.7%

0.0%

22.6%

18.3%

22.2%

44.4%

25.0%

10.2%

9.2%

0.0%

9.1%

7.3%

0.0%

12.2%

0.0%

9.7%

20.0%

22.2%

0.0%

12.5%

10.8%

12.0%

0.0%

5.3%

10.9%

6.7%

1.2%

0.0%

6.5%

31.7%

0.0%

11.1%

25.0%

6.9%

10.3%

0.0%
3.8%

1.8%

6.7%
1.2%

0.0%
3.2%

13.3%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

8.2%

0.0%

7.6%
3.6%

6.7%

3.7%

0.0%

6.5%

5.0%

0.0%

11.1%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける

人に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける

自分で辞書を調べて、履歴書の志望動機などが書ける

自分で辞書を調べて、問い合わせメールなどが書ける

日本人と同じくらいできる

回答なし

55

292

82

0

16

713

ｎ＝

0

132

31

60

9

9

15

４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、永住者の配偶者等の「まったく書けない、また、名前、国名、住所など、

使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれで書ける」が 66.7％ともっとも高く、

次いで、特定活動の「まったく書けない、また、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語を

ひらがな、カタカナ、漢字のいずれで書ける」が 55.6％、技能実習の「人に助けてもらいな

がら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける」が 53.7％と高くなって

います。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語の能力の現状（書く）（在留資格別） 
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38.1%

14.3%

35.2%

41.4%

39.8%

40.5%

34.8%

27.1%

14.3%

36.2%

26.1%

21.8%

24.8%

21.7%

10.2%

14.3%

15.5%

8.1%

8.7%

5.8%

10.9%

10.8%

14.3%

7.5%

18.0%

11.2%

8.3%

10.9%

6.9 

14.3 

1.4 

1.8 

11.2 

12.4 

10.9 

6.9 

28.6 

4.2 

4.5 

7.3 

8.3 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

まったく書けない、または、名前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける

人に助けてもらいながら、日常生活で必要度が高い手紙などの短いメッセージが書ける

自分で辞書を調べて、履歴書の志望動機などが書ける

自分で辞書を調べて、問い合わせメールなどが書ける

日本人と同じくらいできる

回答なし

7

213

713

ｎ＝

111

206

121

46

５）日本での居住年数別の分析結果 

○日本での居住年数別にみると、１年未満を除いた全てで「まったく書けない、または、名

前、国名、住所など、使用頻度が高い語をひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで書ける」

が 30％以上と高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語の能力の現状（書く）（居住年数別） 
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51.8%

28.4%

22.0%

34.2%

13.3%

24.3%

12.9%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

日本語能力総合点

８点以下 ９～11点 12～15点 16点以上

ｎ＝

713

342

２ 日本語能力総合点 

問 22´ 日本語能力総合点 

ここでは、「聞く」「話す」「読む」「書く」のそれぞれの選択肢を、できる順に５点～１点と

数え、４つの日本語能力の得点を合計しました。最低４点、最高 20 点で、点数が高いほど日

本語能力が高いことになります。 

また、参考として、「１ 日本語の能力の現状」の「日本人と同じくらいできる」割合をみる

と、「聞く」が 11.8%、「話す」が 10.0%、「読む」が 7.3%、「書く」が 6.9%となっており、

全体として相対的に「読む」「書く」の能力がやや低いことがわかります。 

 

 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 

①聞く 

あいさつや呼びか

けが分かる。曜

日・日付等が分か

る 

簡単な日本語なら

質問が分かる 

職場や家庭など日

常会話が分かる 

電車やバスの車内

放送や病院のアナ

ウンスを聞いて必

要な行動がとれる 

日本人と同じくら

いできる 

②話す 

あいさつ、名前が

言える。出身や電

話番号等基本的な

ことが単語で言え

る 

簡単な質問なら単

語で答えられる 

質問に文で答えら

れる。簡単な感想

を述べられる 

相手に説明を求め

たり質問ができ

る。自分の経験や

できごとなど、ま

とまった話ができ

る 

日本人と同じくら

いできる 

③読む 

ま っ た く 読 め な

い、または、ひら

がな、カタカナ、

漢字で書かれた自

分の名前などなら

理解できる 

簡単な日本語で書

かれていれば、日

常生活でよく使わ

れる語や文の意味

が分かる 

自分で辞書を調べて

日常生活でよく使わ

れる文章（回覧板

等）が理解できる 

自分で辞書を調べ

て日常生活であま

り使われない文や

文章が理解できる 

日本人と同じくら

いできる 

④書く 

ま っ た く 書 け な

い、または、名前、

国名、住所など、

使用頻度が高い語

をひらがな、カタ

カナ、漢字のいず

れかで書ける 

人に助けてもらい

ながら、日常生活

で必要度が高い手

紙などの短いメッ

セージが書ける 

自分で辞書を調べ

て、履歴書の志望

動機などが書ける 

自分で辞書を調べ

て、問い合わせメ

ールなどが書ける 

日本人と同じくら

いできる 

 

１）全体集計結果 

○日本語能力総合点は、「８点以下」が 51.8%と最も高く、次いで「９～11 点」が 22.0%、

「12～15 点」が 13.3%となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「８点以下」が 23.4 ポイント高くなっており、「９～11 点」が 12.2

ポイント、「12～15 点」が 11.0 ポイント低くなっています。 

 

  

（R2） 
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51.8%

54.0%

34.2%

52.6%

68.2%

45.4%

22.0%

25.0%

17.9%

28.1%

13.1%

22.7%

13.3%

9.9%

21.4%

14.0%

13.1%

13.4%

12.9%

11.0%

26.5%

5.3%

5.6%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語能力総合点（国籍別）

８点以下 ９～11点 12～15点 16点以上

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国でも８点以下が 30%を超えており、フィリピンでは 68.2％、ブ

ラジル、ベトナムも 50％を超えています。一方、12 点以上では、中国が 47.9％と最も高く、

次いでブラジルが 20.9％、ベトナムが 19.3％、フィリピンが 18.7％と続いています。 
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4）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、技術・人文知識・国際業務では「12～15 点」が 33.3％、「16 点以上」

が 28.3％と、他と比べて高くなっており、他の資格別では「8 点以下」がいずれも 45％以

上と高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

  

51.8%

46.2%

0.0%

58.3%

60.0%

73.3%

65.9%

0.0%

64.5%

20.0%

66.7%

66.7%

50.0%

22.0%

21.6%

0.0%

25.8%

21.8%

6.7%

24.4%

0.0%

25.8%

18.3%

22.2%

22.2%

18.8%

13.3%

14.7%

0.0%

6.8%

10.9%

13.3%

8.5%

0.0%

3.2%

33.3%

11.1%

11.1%

18.8%

12.9%

17.5%

0.0%

9.1%

7.3%

6.7%

1.2%

0.0%

6.5%

28.3%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

８点以下 ９～11点 12～15点 16点以上 回答なし

292

15

82

713

ｎ＝

0

0

132

9

55

16

31

60

9

日本語能力総合点（在留資格別） 
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５）日本での居住年数別の分析結果 

○日本での居住年数別にみると、おおよそ居住年数が長くなるにつれて点数が高くなっており、

日本語能力の高い「16 点以上」が多い 20 年以上 30 年未満では 19.8％となっています。 

（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 
 

  

51.8%

57.1%

59.2%

52.3%

47.1%

49.6%

39.1%

22.0%

0.0%

23.0%

19.8%

23.8%

20.7%

21.7%

13.3%

28.6%

14.1%

18.0%

10.7%

9.9%

19.6%

12.9%

14.3%

3.8%

9.9%

18.4%

19.8%

19.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

８点以下 ９～11点 12～15点 16点以上 回答なし

213

7

111

206

46

713

ｎ＝

121

日本語能力総合点（居住年数別） 
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３ 日本語を勉強している場所 

問 23 あなたは、現在どこで日本語を勉強していますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を勉強している場所について、「ひとりで勉強している（テレビ、ラジオの講座、通信教

育など）」と答えている人が 43.8%と最も高く、次いで「勉強していない」が 33.2%、「会社」

が 17.7%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「ひとりで勉強している（テレビ、ラジオの講座、通信教育など）」が

5.5 ポイント、「勉強していない」が 3.1 ポイント高くなっています。一方、「日本語教室」が

5.0 ポイント低くなっています。 

 

 

43.8

33.2

17.7

12.8

11.6

6.7

4.6

0.6

38.3

30.1

16.4

13.2

9.9

11.7

5.6

1.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

ひとりで勉強している

勉強していない

会社

家族に教えてもらっている

友人に教えてもらっている

日本語教室

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 342

（％） 

＊１ ひとりで勉強している（テレビ、ラジオの講座、通信教育など） 

＊２ 日本語教室（国際交流協会などで実施する教室など） 

＊１ 

＊2 

日本語を勉強している場所 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルでは「勉強していない」が高くなっており、他の国籍別では「ひと

りで勉強している（テレビ、ラジオの講座、通信教育など）」が高くなっています。 

 

 

 

  

日本語を勉強している場所（国籍別） 
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４）日本語能力総合点別の分析結果 

○日本語能力総合点別にみると、どの総合点も「ひとりで勉強している（テレビ、ラジオの講座、

通信教育など）」は高くなっています。「勉強していない」も高くなっており、特に 16 点以上

では 48.9％と高くなっています。 

 

 

  

日本語を勉強している場所（日本語能力総合点別） 
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5）居住地区別の分析結果 

○居住地区別にみると、総じて「ひとりで勉強している（テレビ、ラジオの講座、通信教育な

ど）」が高くなっています。また、保見、高橋などでは「勉強していない」が、藤岡などでは

「会社」が高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

ひ
と
り
で
勉
強
し
て
い

る
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の

講
座
、
通
信
教
育
な
ど
） 

家
族
に
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る 

友
人
に
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る 

日
本
語
教
室
（
国
際
交

流
協
会
な
ど
で
実
施
す

る
教
室
な
ど
） 

会
社 

勉
強
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 43.8 12.8 11.6 6.7 17.7 33.2 4.6 0.6 

崇化館 n=35 100.0 51.4 14.3 11.4 5.7 11.4 28.6 8.6 0.0 

朝日丘 n=31 100.0 45.2 22.6 19.4 19.4 16.1 35.5 3.2 0.0 

豊南 n=31 100.0 38.7 16.1 6.5 3.2 19.4 29.0 6.5 0.0 

高橋 n=45 100.0 37.8 15.6 11.1 6.7 17.8 42.2 0.0 0.0 

上郷 n=25 100.0 40.0 8.0 4.0 8.0 16.0 28.0 8.0 4.0 

高岡 n=30 100.0 56.7 6.7 10.0 6.7 16.7 33.3 3.3 0.0 

保見 n=159 100.0 35.2 5.7 7.5 5.0 17.6 49.7 2.5 1.3 

猿投 n=10 100.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 10.0 0.0 

猿投台 n=21 100.0 38.1 14.3 19.0 14.3 28.6 33.3 9.5 0.0 

石野 n=1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

松平 n=5 100.0 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 

竜神 n=25 100.0 52.0 16.0 12.0 4.0 12.0 36.0 4.0 0.0 

美里 n=34 100.0 44.1 11.8 11.8 8.8 14.7 29.4 8.8 0.0 

逢妻 n=42 100.0 59.5 9.5 9.5 4.8 16.7 21.4 2.4 0.0 

若園 n=18 100.0 61.1 5.6 22.2 5.6 5.6 11.1 5.6 0.0 

梅坪台 n=29 100.0 34.5 10.3 13.8 3.4 24.1 24.1 10.3 0.0 

前林 n=7 100.0 85.7 14.3 28.6 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0 

益富 n=2 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

末野原 n=25 100.0 52.0 20.0 16.0 16.0 20.0 8.0 4.0 0.0 

井郷 n=16 100.0 62.5 37.5 6.3 12.5 25.0 18.8 0.0 0.0 

藤岡 n=11 100.0 27.3 27.3 9.1 9.1 36.4 36.4 18.2 0.0 

藤岡南 n= 100.0 42.9 7.1 14.3 7.1 7.1 21.4 7.1 0.0 

小原 n=14 100.0 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

足助 n=2 100.0 50.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

下山 n=2 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

旭 n=2 100.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 

稲武 n=1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

浄水 n=17 100.0 35.3 11.8 11.8 5.9 17.6 41.2 0.0 0.0 

日本語を勉強している場所（居住地区別） 
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４ 日本語を勉強していない理由 

問 23-1 あなたが日本語を勉強していない理由は何ですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○日本語を勉強していない方のその理由について、「時間がない」が 42.6%と最も高く、次いで

「日本語ができるから、勉強する必要がない」が 19.0%、「近くに勉強できるところがない」

が 6.3％となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「日本語ができるから、勉強する必要がない」は 4.3 ポイント、「お金

がない」は 4.2 ポイント低くなっています。一方で、「時間がない」は 4.7 ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

  

19.0%

23.3%

0.4%
1.0%

5.9%

7.8%

42.6%

37.9%

5.5%

9.7%

5.1%

7.8%

6.3%

4.9%

0.8%
1.0%

8.0%

6.8%

6.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

日本語ができるから、勉強する必要がない 日本語を使う必要がないから、勉強しない

日本語が難しいので勉強したくない 時間がない

お金がない どこで勉強できるのかわからない

近くに勉強できるところがない 勉強するための良い教科書やサイト・アプリがない

その他 回答なし

ｎ＝

103

237

＊１ 勉強したいが時間がない 

＊2 勉強したいがお金がない 

＊3 勉強したいがどこで勉強できるのかわからない 

＊4 勉強したいが近くに勉強できるところがない 

＊5 勉強したいが勉強するための良い教科書やサイト・アプリがない 

＊１ 

＊2 
＊3 

＊5 
＊4 

日本語を勉強していない理由 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国も「勉強したいが時間がない」が高くなっています。中国では「日

本語ができるから、勉強する必要がない」が 31.7％、ベトナムでは、「日本語が難しいので勉

強したくない」が 20.0％と、他の国に比べて高くなっています。 

 

 

 

  

19.0%

13.3%

31.7%

6.7%

12.5%

37.9%

0.4%

0.0%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

6.3%

2.4%

20.0%

4.2%

3.4%

42.6%

49.2%

34.1%

40.0%

45.8%

24.1%

5.5%

7.0%

2.4%

0.0%

4.2%

6.9%

5.1%

4.7%

7.3%

6.7%

8.3%

0.0%

6.3%

5.5%

4.9%

13.3%

4.2%

10.3%

0.8%

0.8%

0.0%

0.0%

4.2%

0.0%

8.0%

7.8%

4.9%

0.0%

8.3%

17.2%

6.3%

5.5%

9.8%

13.3%

8.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

日本語ができるから、勉強する必要がない

日本語を使う必要がないから、勉強しない

日本語が難しいので勉強したくない

勉強したいが時間がない

勉強したいがお金がない

勉強したいがどこで勉強できるのかわからない

勉強したいが近くに勉強できるところがない

勉強したいが勉強するための良い教科書やサイト・アプリがない

その他

回答なし

41

15

24

29

237

ｎ＝

128

日本語を勉強していない理由（国籍別） 
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４）日本語能力総合点別の分析結果 

○日本語能力総合点別にみると、８点以下では「勉強したいが時間がない」が最も高くなってい

ます。一方で 16 点以上では、12～15 点以上の「日本語ができるから、勉強する必要がな

い」の 15.8％から 77.8％へ、62 ポイント高くなっています。 

また、11 点までは、「日本語が難しいので勉強したくない」の回答が見られますが、12 点か

らは回答が見られません。 

 

 

 

  

19.0%

3.8%

4.9%

15.8%

77.8%

0.4%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

5.9%

8.3%

7.3%

0.0%

0.0%

42.6%

53.8%

43.9%

42.1%

8.9%

5.5%

6.1%

9.8%

5.3%

0.0%

5.1%

6.8%

2.4%

5.3%

2.2%

6.3%

5.3%

12.2%

10.5%

2.2%

0.8%

0.8%

0.0%

5.3%

0.0%

8.0%

6.1%

12.2%

15.8%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

８点以下

９～11点

12～15点

16点以上

日本語ができるから、勉強する必要がない

日本語を使う必要がないから、勉強しない

日本語が難しいので勉強したくない

勉強したいが時間がない

勉強したいがお金がない

勉強したいがどこで勉強できるのかわからない

勉強したいが近くに勉強できるところがない

勉強したいが勉強するための良い教科書やサイト・アプリがない

その他

41

45

237

ｎ＝

132

19

日本語を勉強していない理由（日本語能力総合点別） 
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５ どんな時に日本語で困るか 

問 24 あなたは、どんな時に日本語で困りますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○どんな時に日本語で困るかについて、「病気になったとき」が 26.4%と最も高く、次いで「困

ったことはない」が 23.8%、「郵便局・銀行の窓口で」が 22.7％となっています。 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「働いているとき」が 3.1 ポイント、次いで「仕事を探すとき」が 2.8

ポイント高くなっています。一方、「学校の先生と話すとき」が 3.2 ポイント、「日常生活や買

い物で」が 2.7 ポイント低くなっています。 

 

 

 
  

26.4

23.8

22.7

20.6

19.5

17.4

13.5

12.5

10.0

9.7

9.1

8.8

4.3

2.1

26.3

22.2

22.2

17.5

16.7

18.1

14.0

15.2

10.2

12.9

9.4

10.2

6.4

3.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

病気になったとき

困ったことはない

郵便局・銀行の窓口で

働いているとき

仕事を探すとき

市役所の窓口で

近所づきあい

日常生活や買い物で

車の免許をとるとき

学校の先生と話すとき

電車やバスに乗るとき

災害についての情報を探すとき

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 342

（％） 

どんな時に日本語で困るか 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジルでは「郵便局・銀行の窓口で」「困ったことはない」が最も高く、

「病気になったとき」が続きます。中国では「困ったことはない」が最も高く、「病気になった

とき」が続きます。ベトナムとフィリピンは、「市役所の窓口で」が高くなっています。 

 

 

  

どんな時に日本語で困るか（国籍別） 
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４）日本での居住年数の分析結果 

〇日本での居住年数別にみると、１年未満、10 年以上 20 年未満、20 年以上 30 年未満、30

年以上」が、他に比べて高い割合で「困ったことはない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

どんな時に日本語で困るか（居住年数別） 

 
１年以上５年未満 

（n=213） 

（n=７） 

（n=111） 

（n=206） 

（n=121） 

（n=46） 
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第８章 仕事について 

 

１ 仕事の業種 

問 25 あなたの現在の仕事は、どういう業種ですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○仕事の業種について、「製造業」が 51.9%と最も高く、次いで「その他業種」が 18.4%、「無

職・仕事を探していない（専業主婦など）」が 8.8%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「その他業種」が 4.4 ポイント高くなっており、「無職・仕事を探して

いない（専業主婦など）」が 2.9 ポイント低くなっています。その他は、大きな変化はありま

せん。 

 

 

 

 

 

  

0.3%

0.0%

51.9%

50.9%

2.5%

3.2%
1.0%

1.8%

1.5%

1.2%

6.9%

6.4%

18.4%

14.0%

6.2%

6.1%

8.8%

11.7%

1.3%

2.3%
1.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

農業 製造業

建設業 医療・介護・福祉

小売業 飲食業

その他業種 無職・仕事を探している

無職・仕事を探していない(専業主婦など) 学生

回答なし

ｎ＝

713

342

仕事の業種 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「製造業」が最も高くなっています。また、中国では「飲食業」

が 17.1%と他の国よりも高くなっています。 

 

 

  

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

1.0%

51.9%

63.6%

34.2%

57.9%

47.7%

39.2%

2.5%

1.1%

1.7%

8.8%

0.9%

2.1%

1.0%

1.1%

0.9%

0.0%

1.9%

1.0%

1.5%

1.5%

5.1%

0.0%

0.9%

0.0%

6.9%

2.2%

17.1%

8.8%

5.6%

7.2%

18.4%

16.2%

15.4%

20.2%

20.6%

22.7%

6.2%

4.4%

10.3%

2.6%

7.5%

7.2%

8.8%

7.7%

13.7%

1.8%

10.3%

13.4%

1.3%

1.1%

1.7%

0.0%

0.0%

4.1%

1.3%

1.1%

0.0%

0.0%

3.7%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

農業 製造業

建設業 医療・介護・福祉

小売業 飲食業

その他業種 無職・仕事を探している

無職・仕事を探していない(専業主婦など) 学生

回答なし

117

272

107

97

713

ｎ＝

114

仕事の業種（国籍別） 
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、いずれも「製造業」が高くなっています。また、家族滞在では「無職・

仕事を探していない（専業主婦など）」が、技術・人文知識・国際業務では「その他業種」が、

それぞれ高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

  

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

12.5%

51.9%

52.1%

0.0%

60.6%

36.4%

40.0%

59.8%

0.0%

22.6%

65.0%

22.2%

33.3%

43.8%

2.5%

0.7%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

13.4%

0.0%

0.0%

1.7%

22.2%

0.0%

0.0%

1.0%

1.4%

0.0%

0.0%3.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

0.0%

0.0%

1.5%

2.7%

0.0%

0.8%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.7%
0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

6.5%

0.0%

3.8%

3.6%

13.3%

8.5%

0.0%

25.8%

1.7%

11.1%

22.2%

0.0%

18.4%

15.1%

0.0%

19.7%

14.5%

26.7%

17.1%

0.0%

12.9%

28.3%

22.2%

44.4%

43.8%

6.2%

6.5%

0.0%

9.1%

16.4%

6.7%

0.0%

6.5%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

8.8%

12.0%

0.0%

1.5%

20.0%

13.3%

0.0%

29.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

1.4%

0.0%

1.5%

1.8%

0.0%

0.0%

3.2%

11.1%

0.0%

0.0%

1.3%

1.7%

0.0%

1.5%

1.8%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

農業 製造業

建設業 医療・介護・福祉

小売業 飲食業

その他業種 無職・仕事を探している

無職・仕事を探していない(専業主婦など) 学生

回答なし

7

285

55

16

713

ｎ＝

132

15

82

0

31

60

9

9

仕事の業種（在留資格別） 

0 

292 
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５）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、いずれの能力帯においても「製造業」が最も高くなっており、おおよ

そ加点に従って低くなっている一方、「その他業種」がおおよそ加点に従って高くなっていま

す。 

 

 

 

  

0.3%

0.0%

0.6%

1.1%

0.0%

51.9%

56.1%

55.4%

44.2%

37.0%

2.5%

3.3%

1.9%

2.1%

1.1%

1.0%

0.3%

1.3%

2.1%

2.2%

1.5%

0.3%

1.9%

2.1%

5.4%

6.9%

7.3%

8.3%

1.1%

8.7%

18.4%

14.9%

16.6%

26.3%

27.2%

6.2%

5.7%

4.5%

12.6%

4.3%

8.8%

9.8%

8.9%

6.3%

7.6%

1.3%

0.3%

0.6%

1.1%

6.5%

1.3%

2.2%

0.0%

1.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

８点以下

９～11点

12～15点

16点以上

農業 製造業

建設業 医療・介護・福祉

小売業 飲食業

その他業種 無職・仕事を探している

無職・仕事を探していない(専業主婦など) 学生

回答なし

369

92

713

ｎ＝

157

95

仕事の業種（日本語能力別） 
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２ 仕事の雇われ方 

問 25-1 
（問 25 で 1～7 を☑した場合）あなたの現在の仕事は、どういう雇われ方で

すか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○仕事の雇われ方について、「正社員」が 34.4%と最も高く、次いで「派遣、請負社員」が 26.9%、

「研修生・実習生」が 13.8%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「正社員」が 10.4 ポイント、「派遣、請負社員」が 5.6 ポイントと高

くなっており、「回答なし」が 14.9 ポイント、「臨時雇用、パートタイマー、アルバイト」が

3.6 ポイント低くなっています。 

 

 

  

34.4%

24.0%

13.1%

16.7%

26.9%

21.3%

3.4%
2.0%

13.8%

12.9%

4.4%

4.1%

4.1%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

正社員 臨時雇用、パートタイマー、アルバイト

派遣、請負社員 自営業(家族従事者)、会社役員

研修生・実習生 その他の雇われ方

回答なし

ｎ＝

588

342

仕事の雇われ方 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムの「研修生・実習生」が 53.2％と最も高く、次いでフィリピンの

「正社員」（50.0％）、ブラジルの「派遣、請負社員」（43.8％）の順で高くなっています。中

国を見ると「自営業(家族従事者)、会社役員」が他に比べて高くなっています。 

 

  

34.4%

36.9%

33.3%

15.6%

50.0%

36.6%

13.1%

6.9%

20.7%

11.0%

23.8%

14.1%

26.9%

43.8%

16.1%

11.9%

17.9%

18.3%

3.4%

2.1%

12.6%

0.0%

0.0%

5.6%

13.8%

0.0%

6.9%

53.2%

3.6%

19.7%

4.4%

6.0%

3.4%

3.7%

2.4%

4.2%

4.1%

4.3%

6.9%

4.6%

2.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

仕事の雇われ方（国籍別）

正社員 臨時雇用、パートタイマー、アルバイト

派遣、請負社員 自営業(家族従事者)、会社役員

研修生・実習生 その他の雇われ方

回答なし

87

233

84

71

588

ｎ＝

109
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、技能実習の「研修生・実習生」が 85.2％と最も高く、次いで家族滞在

の「臨時雇用、パートタイマー、アルバイト」（57.9％）、技術・人文知識・国際業務の「正社

員」（55.9％）の順で高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

 

  

34.4%

43.2%

0.0%

33.3%

30.3%

8.3%

3.7%

0.0%

15.8%

55.9%

37.5%

44.4%

43.8%

13.1%

16.6%

0.0%

6.1%

36.4%

33.3%

0.0%

0.0%

57.9%

5.1%

12.5%

0.0%

0.0%

26.9%

25.8%

0.0%

49.1%

27.3%

41.7%

6.2%

0.0%

5.3%

30.5%

12.5%

11.1%

12.5%

3.4%

6.1%

0.0%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%
0.0%

1.7%

12.5%

0.0%

0.0%

13.8%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

85.2%

0.0%
0.0%

0.0%

25.0%

22.2%

31.3%

4.4%

3.9%

0.0%

5.3%

6.1%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

5.1%

0.0%

22.2%

6.3%

4.1%

4.4%

0.0%

1.8%

0.0%

16.7%

4.9%

0.0%

15.8%

1.7%

0.0%

0.0%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

永住者

特別永住者

定住者

日本人の配偶者等

永住者の配偶者等

技能実習

留学

家族滞在

技術・人文知識・国際

業務

特定活動

特定技能

その他

正社員 臨時雇用、パートタイマー、アルバイト

派遣、請負社員 自営業(家族従事者)、会社役員

研修生・実習生 その他の雇われ方

回答なし

0

299

33

16

588

ｎ＝

114

12

81

0

19

59

8

9

仕事の雇われ方（在留資格別） 

229 
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５）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、「正社員」が加点に従って高くなっています。８点以下では「派遣、請

負社員」が 31.7％と最も高くなっており、「派遣、請負社員」をみるとおおよそ加点に従って

低くなっています。 

 

 

  

34.4%

29.7%

32.6%

41.3%

49.3%

13.1%

12.9%

12.6%

12.0%

16.0%

26.9%

31.7%

25.2%

18.7%

18.7%

3.4%

2.0%

3.0%

2.7%

10.7%

13.8%

15.8%

17.8%

10.7%

1.3%

4.4%

3.6%

6.7%

6.7%

1.3%

4.1%

4.3%

2.2%

8.0%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

８点以下

９～11点

12～15点

16点以上

正社員 臨時雇用、パートタイマー、アルバイト

派遣、請負社員 自営業(家族従事者)、会社役員

研修生・実習生 その他の雇われ方

回答なし

303

75

588

135

75

ｎ＝仕事の雇われ方（日本語能力別） 
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３ 求職（失業）期間 

問 25-2 求職中（失業中）の期間を教えてください。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○無職・仕事を探している方の求職（失業）期間について、「６か月以上１年未満」、「２年以上」

がそれぞれ 20.5%と最も高く、次いで「１か月未満」が 15.9%、「１か月以上３か月未満」、

「３か月以上６か月未満」、「１年以上２年未満」がそれぞれ 11.4%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「１か月未満」が 12.7 ポイント低くなっており、「１年以上２年未満」

が 6.6 ポイント、「２年以上」が 6.2 ポイント、それぞれ高くなっています。 

 

 

  

15.9%

28.6%

11.4%

14.3%

11.4%

9.5%

20.5%

19.0%

11.4%

4.8%

20.5%

14.3%

9.1%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

１か月未満 １か月以上３か月未満 ３か月以上６か月未満

６か月以上１年未満 １年以上２年未満 ２年以上

回答なし

44

ｎ＝

21

求職（失業）期間 

（R2） 
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４ 現在の仕事に満足しているか 

問 25-３ あなたは、現在の仕事に満足していますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○仕事をしている方に現在の仕事に満足しているか聞いたところ、「満足している」が 53.7%と

最も高く、次いで「もっと給料が高い職場で働きたい」が 31.1%、「もっと福利厚生が充実し

た職場で働きたい」が 17.5%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比較すると、「もっと福利厚生が充実した職場で働きたい」が 5.5 ポイント低く、

「もっと残業が少ない職場で働きたい」が 3.8 ポイント低くなっています。一方、「もっと給

料が高い職場で働きたい」は 1.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

53.7

31.1

17.5

17.0

13.9

13.4

12.9

9.7

1.9

1.4

6.3

53.2

29.8

23.0

16.2

15.1

13.6

12.5

12.8

5.7

3.0

4.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

満足している

もっと給料が高い職場で働きたい

もっと福利厚生が充実した職場で働きたい

もっと安定した立場で働きたい

もっとよい人間関係の職場で働きたい

もっと自分のスキルを活用できる職場で働きたい

もっと残業が多い職場で働きたい

もっと自宅から近い職場で働きたい

もっと残業が少ない職場で働きたい

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 588

前回調査（Ｈ28） 265

（％） 

現在の仕事に満足しているか 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、その他以外で「満足している」が 50％以上と高くなっており、いずれの国においても「もっと残業が少ない職場で働きたい」が

5％以下と低くなっています。そのほか、「もっと給料が高い職場で働きたい」も全体的に高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

現在の仕事に満足しているか（国籍別） 

1
1
1
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４）在留資格別の分析結果 

○在留資格別にみると、ほとんどの在留資格で「満足している」が最も高くなっていますが、技術・人文知識・国際業務では「もっと給料が高い職場

で働きたい」が最も高くなっています。また、ほとんどの在留資格で「もっと給料が高い職場で働きたい」が高くなっていますが、永住者の配偶

者等では「もっと自分のスキルを活用できる職場で働きたい」、「もっと自宅から近い職場で働きたい」がより高くなっています。 

（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

 

  

現在の仕事に満足しているか（在留資格別） 

1
1
2
 

 

（n=0） 
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５）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、全ての点数で「満足している」が最も高く、次いで「もっと給料が高い職場で働きたい」が高くなっています。 

 

現在の仕事に満足しているか（日本語能力別） 

1
1
3
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 第９章 防災について 

 

１ 災害に対する備えの実施状況 

問 26 
あなたは、地震や風水害が発生した際に、避難する場所やどのような行動をとるべ

きか分かっていますか？（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○災害に対する備えの実施状況について、「何をするべきかわかっている」が 58.5%、「何をし

ていいのか分からない」が 39.7%となっています。 

 

 

 

2）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「何をするべきか分かっている」が 50％以上と高くなっていま

す。 

 

  

58.5% 39.7%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

何をするべきか分かっている 何をしていいか分からない 回答なし

ｎ＝

713

58.5%

57.0%

64.1%

63.2%

55.1%

53.6%

39.7%

40.8%

35.0%

36.8%

42.1%

43.3%

1.8%

2.2%

0.9%

0.0%

2.8%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

何をするべきか分かっている 何をしていいか分からない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

ｎ＝

災害に対する備えの実施状況（国籍別） 

災害に対する備えの実施状況 

（R2） 



第 9 章 防災について 

115 

２ 災害に対する備えの内容 

問 27 あなたは災害に対してどのような対策をしていますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「３日分以上の食べ物や飲み水を保存している」45.7%と最も高く、次いで「ラジオや、懐中

電灯など非常用品を持出せるようにしている」が 39.8%、「家具が倒れないよう固定をしてい

るなど、家の中の安全対策」が 37.3%、「最寄りの避難所や避難ルートがどこか知っている」

が 36.0%、「ハザードマップなどで自宅周辺の危険個所を知っている」が 20.9%と続いてい

ます。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べると、「最寄りの避難所や避難ルートがどこか知っている」が 17.9 ポイント、

「家族と非常時の連絡方法について話し合っている」が 14.1 ポイント低くなっており、「ハ

ザードマップなどで自宅周辺の危険個所を話しあっている」が 4.7 ポイント、「３日以上の食

べ物や飲み水を保存している」が 2.8 ポイント高くなっています。 

 

 

45.7

39.8

37.3

36.0

20.9

17.7

15.4

14.6

10.5

9.7

5.3

4.6

1.5

0.7

42.9

46.8

39.6

53.9

16.2

31.8

24.0

17.5

14.3

9.7

9.7

59.1

15.6

1.9

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

３日分以上の食べ物や飲み水を保存している

ラジオや、懐中電灯など非常用品を持出せるようにしている

家具が倒れないよう固定をしているなど、家の中の安全対策

最寄りの避難所や避難ルートがどこか知っている

ハザードマップなどで自宅周辺の危険個所を知っている

家族と非常時の連絡方法について話し合っている

避難準備情報、避難勧告、避難指示の意味を理解している

何もしていない

防災訓練に参加している

緊急メールとよたの登録をしている

自治区に入っている

災害用伝言ダイヤル、災害用伝言板の使い方を知っている

重いものを上に置かないようにしている

地震保険に加入している

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 154

（％） 

災害に対する備えの内容 

（R2） 
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37.3% 45.7% 39.8% 36.0% 20.9% 9.7% 17.7% 5.3% 10.5% 4.6% 15.4%

1.5%

14.6%
0.7%

32.4% 25.0% 24.3% 33.1% 34.9% 8.1% 12.5% 5.5% 11.8% 5.5% 9.9%
1.1%

19.5%
0.4%

36.8% 58.1% 45.3% 50.4% 13.7% 12.8% 24.8% 9.4% 13.7% 5.1% 25.6%
0.9%

13.7%

67.5% 74.6% 66.7% 36.0% 11.4% 4.4% 14.0%

0.9%

11.4% 6.1% 17.5%

3.5%

7.0%

23.4% 54.2% 51.4% 28.0% 10.3% 11.2% 21.5%

3.7%

4.7%
1.9%

16.8%

2.8%

14.0%
1.9%

30.9% 44.3% 30.9% 35.1% 11.3% 14.4% 19.6% 7.2% 8.2%

3.1%

13.4% 11.3%

2.1%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

家
具
が
倒
れ
な
い
よ
う

固
定
を
し
て
い
る
な
ど
、

家
の
中
の
安
全
対
策

最
寄
り
の
避
難
所
や
避
難
ル
ー
ト

が
ど
こ
か
知
っ
て
い
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
自
宅
周

辺
の
危
険
個
所
を
知
っ
て
い
る

３
日
分
以
上
の
食
べ
物
や
飲
み

水
を
保
存
し
て
い
る

全体（ｎ=713）

ブラジル（ｎ=272）

中国（ｎ=117）

緊
急
メ
ー
ル
と
よ
た
の

登
録
を
し
て
い
る

自
治
区
に
入
っ
て
い
る

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

家
族
と
非
常
時
の
連
絡
方
法
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、

災
害
用
伝
言
板
の
使
い

回
答
な
し

そ
の
他

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

何
も
し
て
い
な
い

ラ
ジ
オ
や
、
懐
中
電
灯
な
ど

非
常
用
品
を
持
出
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る

その他（ｎ=97）

フィリピン（ｎ=107）

ベトナム（ｎ=114）

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ベトナムの「３日分以上の食べ物や飲み水を保存している」が最も高くなっています。ブラジルでは「ハザードマップなどで自

宅周辺の危険個所を知っている」が、中国では「避難準備情報、避難勧告、避難指示の意味を理解している」が他の国に比べて高くなっており、フ

ィリピンでは「家具が倒れないよう固定をしているなど、家の中の安全対策」が他の国に比べて低くなっています。 

 

 
災害に対する備えの内容（国籍別） 

1
1
6
 

 



第 9 章 防災について 

117 

4）居住地区別の分析結果 

○居住地区別にみると、全体的に「３日分以上の食べ物や飲み水を保存している」が高くなって

います。また、地区によって「ラジオや、懐中電灯など非常用品を持出せるようにしている」も

高くなっています。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

家
具
が
倒
れ
な
い
よ
う
固
定
を

し
て
い
る
な
ど
、
家
の
中
の
安

全
対
策 

３
日
分
以
上
の
食
べ
物
や
飲
み

水
を
保
存
し
て
い
る 

ラ
ジ
オ
や
、
懐
中
電
灯
な
ど
非

常
用
品
を
持
出
せ
る
よ
う
に
し

て
い
る 

最
寄
り
の
避
難
所
や
避
難
ル
ー

ト
が
ど
こ
か
知
っ
て
い
る 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
自
宅

周
辺
の
危
険
個
所
を
知
っ
て
い

る 緊
急
メ
ー
ル
と
よ
た
の
登
録
を

し
て
い
る 

家
族
と
非
常
時
の
連
絡
方
法
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る 

自
治
区
に
入
っ
て
い
る 

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
災
害

用
伝
言
板
の
使
い
方
を
知
っ
て

い
る 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
意
味
を
理
解
し
て

い
る 

そ
の
他 

何
も
し
て
い
な
い 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 37.3 45.7 39.8 36.0 20.9 9.7 17.7 5.3 10.5 4.6 15.4 1.5 14.6 0.7 

崇化館 n=35 100.0 45.7 62.9 48.6 37.1 17.1 14.3 25.7 2.9 5.7 2.9 14.3 0.0 8.6 0.0 

朝日丘 n=31 100.0 35.5 48.4 38.7 35.5 19.4 12.9 19.4 3.2 6.5 0.0 12.9 0.0 12.9 0.0 

豊南 n=31 100.0 35.5 35.5 51.6 35.5 12.9 29.0 16.1 6.5 19.4 3.2 19.4 3.2 6.5 3.2 

高橋 n=45 100.0 40.0 44.4 40.0 40.0 17.8 6.7 20.0 6.7 11.1 2.2 15.6 0.0 22.2 0.0 

上郷 n=25 100.0 56.0 56.0 52.0 48.0 20.0 4.0 24.0 4.0 8.0 12.0 24.0 0.0 0.0 4.0 

高岡 n=30 100.0 26.7 43.3 26.7 20.0 10.0 3.3 10.0 10.0 6.7 3.3 6.7 0.0 13.3 0.0 

保見 n=159 100.0 34.0 34.6 27.7 33.3 34.0 4.4 16.4 3.1 14.5 6.9 10.7 1.9 15.7 0.0 

猿投 n=10 100.0 20.0 30.0 20.0 10.0 10.0 0.0 30.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0 0.0 

猿投台 n=21 100.0 14.3 61.9 57.1 38.1 23.8 9.5 19.0 0.0 4.8 0.0 28.6 0.0 19.0 4.8 

石野 n=1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

松平 n=5 100.0 20.0 60.0 0.0 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 

竜神 n=25 100.0 40.0 56.0 48.0 24.0 8.0 12.0 16.0 0.0 4.0 0.0 12.0 4.0 16.0 0.0 

美里 n=34 100.0 38.2 50.0 44.1 32.4 17.6 17.6 14.7 2.9 14.7 5.9 14.7 5.9 11.8 0.0 

逢妻 n=42 100.0 45.2 54.8 50.0 40.5 19.0 9.5 11.9 7.1 14.3 9.5 28.6 2.4 16.7 0.0 

若園 n=18 100.0 61.1 66.7 61.1 33.3 16.7 0.0 27.8 5.6 0.0 0.0 5.6 0.0 22.2 0.0 

梅坪台 n=29 100.0 51.7 41.4 48.3 41.4 20.7 6.9 20.7 10.3 3.4 6.9 17.2 0.0 10.3 0.0 

前林 n=7 100.0 14.3 42.9 42.9 42.9 14.3 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 

益富 n=2 100.0 50.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

末野原 n=25 100.0 36.0 52.0 40.0 48.0 12.0 12.0 16.0 4.0 4.0 8.0 4.0 0.0 16.0 0.0 

井郷 n=16 100.0 50.0 50.0 31.3 68.8 50.0 12.5 18.8 6.3 12.5 12.5 18.8 0.0 6.3 0.0 

藤岡 n=11 100.0 9.1 36.4 36.4 36.4 9.1 9.1 27.3 27.3 18.2 0.0 27.3 0.0 18.2 0.0 

藤岡南 n= 100.0 35.7 64.3 35.7 21.4 14.3 7.1 7.1 7.1 7.1 0.0 7.1 0.0 21.4 0.0 

小原 n=14 100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

足助 n=2 100.0 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

下山 n=2 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 

旭 n=2 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 100.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

稲武 n=1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

浄水 n=17 100.0 29.4 41.2 47.1 17.6 11.8 23.5 29.4 0.0 5.9 0.0 23.5 0.0 0.0 5.9 

災害に対する備えの内容（居住地区別） 
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5）住居の種類別の分析結果 

○住居の種類別にみると、「３日分以上の食べ物や飲み水を保存している」が複数の住居の種類

で高くなっています。また、県営住宅、市営住宅では「最寄りの避難所や避難ルートがどこか知

っている」が、公団住宅、その他では「家具が倒れないよう固定をしているなど、家の中の安全

対策」がそれぞれ高くなっており、学生寮、会社の社宅・社員寮では「ハザードマップなどで自

宅周辺の危険個所を知っている」が他に比べて低くなっています。 

 

 

（％） 

合
計 

家
具
が
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な
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う
固
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や
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電
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が

ど
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ド
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ッ
プ
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ど
で
自
宅
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辺

の
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険
個
所
を
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っ
て
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緊
急
メ
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ル
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よ
た
の
登
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を
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て

い
る 

家
族
と
非
常
時
の
連
絡
方
法
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
る 

自
治
区
に
入
っ
て
い
る 

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
る 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
、
災
害
用
伝
言

板
の
使
い
方
を
知
っ
て
い
る 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る 

そ
の
他 

何
も
し
て
い
な
い 

回
答
な
し 

全体 

n=713 
100.0 37.3 45.7 39.8 36.0 20.9 9.7 17.7 5.3 10.5 4.6 15.4 1.5 14.6 0.7 

県営住宅、市営住

宅 n=129 
100.0 35.7 34.9 33.3 44.2 29.5 12.4 20.9 3.9 12.4 7.0 10.9 0.0 21.7 0.0 

公団住宅 

n=106 
100.0 36.8 36.8 33.0 28.3 25.5 3.8 12.3 2.8 10.4 4.7 11.3 2.8 17.0 0.0 

民間の賃貸住宅

n=188 
100.0 34.6 44.7 38.8 30.3 16.5 9.0 17.6 2.7 8.0 2.7 14.9 0.5 17.0 0.0 

学生寮、会社の社

宅・社員寮 n=94 
100.0 44.7 59.6 46.8 31.9 9.6 9.6 13.8 2.1 10.6 4.3 17.0 3.2 7.4 3.2 

持ち家（一戸建て

住宅）n=115 
100.0 28.7 48.7 43.5 47.0 22.6 13.0 21.7 14.8 11.3 4.3 22.6 1.7 12.2 0.9 

持ち家（マンショ

ン）n=58 
100.0 48.3 55.2 46.6 37.9 24.1 10.3 22.4 10.3 10.3 3.4 15.5 1.7 6.9 0.0 

その他 

ｎ=18 
100.0 61.1 61.1 55.6 33.3 16.7 5.6 11.1 0.0 16.7 16.7 27.8 5.6 5.6 0.0 

災害に対する備えの内容（住居の種類別） 
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３ 備えをしていない理由 

問 27-１ 何もしていないのは何故ですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○災害に対して何もしていない方にその理由を聞いたところ、「何をすればよいのか、わからな

いからしていない」が 66.3%と最も高くなっており、次いで「備えをしなくても、大丈夫だ

と考えているからしていない」が 14.4%、「面倒だからしていない」が 6.7%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べて、「何をすればよいのか、わからないからしていない」が 7.1 ポイント高く

なっており、「備えをしなくても、大丈夫だと考えているからしていない」が 5.2 ポイント、

「面倒だからしていない」が 4.5 ポイント低くなっています。 

 

 

  

66.3%

59.2%

14.4%

19.6%

6.7%

11.2%

7.7%

6.1%

4.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

何をすればよいのか、わからないからしていない

備えをしなくても、大丈夫だと考えているからしていない

面倒だからしていない

その他

回答なし

179

ｎ＝

104

備えをしていない理由 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国においても「何をすればよいのか、わからないからしていない」

が最も高くなっており、特にベトナムでは 85％以上となっています。 

（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

  

66.3%

66.0%

56.3%

87.5%

73.3%

54.5%

14.4%

9.4%

25.0%

12.5%

13.3%

27.3%

6.7%

9.4%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

7.5%

6.3%

0.0%

13.3%

9.1%

4.8%

7.5%

0.0%

0.0%

0.0%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

備えをしていない理由（国籍別）

何をすればよいのか、わからないからしていない

備えをしなくても、大丈夫だと考えているからしていない

面倒だからしていない

その他

回答なし

16

53

15

11

104

ｎ＝

8
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４ 災害時に頼る人や場所 

問 28 
あなたが、災害時に頼る人として決めている人は誰ですか。 

（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○災害時に頼る人について、「家族や親せき」が 60.9%と最も高く、次いで「日本人の友達や知

り合い」が 33.5%となっています。 

 

 

 

2）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ほとんどの国で「家族や親せき」が高くなっている一方、ベトナムでは「日

本人の友達や知り合い」が最も高くなっています。 

 

 

  

60.9

33.5

27.9

11.4

2.7

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

家族や親せき

日本人の友達や知り合い

日本人以外の友達や知り合い

決めている相手がいない

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

（％） 

災害時に頼る人（国籍別） 

災害時に頼る人や場所 
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３）日本語能力別の分析結果 

○日本語能力別にみると、どの能力別も「家族や親戚」、「日本人の友達や知り合い」、「日本人以

外の友達や知り合い」、「決めている相手がいない」の順で高くなっています。 

 

 

 

 
 

  

災害時に頼る人（日本語能力別） 
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問 29 
あなたが、災害時に最寄りの市指定避難所以外で避難する場所や助けを求める場所

として決めているところはどこですか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○災害時に最寄りの市指定避難所以外で避難する場所や助けを求める場所について、「会社や学

校」が 52.0%と最も高く、次いで「県や市役所など、市指定避難場所以外の公共の施設」が

24.3％、「大使館や領事館」、「決めていない」がそれぞれ 20.6％と続いています。 

 

 

 

  

52.0

24.3

20.6

20.6

8.4

3.5

2.1

1.7

1.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0

会社や学校

県や市役所など、市指定避難場所以外の公共の施設

大使館や領事館

決めていない

宗教施設

ボランティアの日本語教室

国際交流協会

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

（％） 

＊１ ボランティアの日本語教室（ＮＰＯや国際交流協会の教室など） 

＊１ 

災害時に避難する場所や助けを求める場所 
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２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「会社や学校」が最も高くなっています。次いで、ブラジルでは

「決めていない」が、中国とベトナムでは「大使館や領事館」が、フィリピン、その他では「県

や市役所など、市指定避難場所以外の公共の施設」が高くなっており、どの国でも「決めてい

ない」がおおよそ 15％以上となっています。 

 

 

 

  

災害時に避難する場所や助けを求める場所（国籍別） 
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３）居住地区別の分析結果 

○居住地区別にみると、ほとんどの地区で「会社や学校」が高くなっており、崇化館では「県や

市役所など、市指定避難場所以外の公共の施設」が、若園では「決めていない」が高くなって

います。（※ｎ数が 10 以下であるカテゴリは参考値） 

 

（％） 

合
計 

会
社
や
学
校 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
本
語

教
室
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
国
際
交

流
協
会
の
教
室
な
ど
） 

宗
教
施
設 

県
や
市
役
所
な
ど
、
市
指

定
避
難
場
所
以
外
の
公
共

の
施
設 

国
際
交
流
協
会 

大
使
館
や
領
事
館 

決
め
て
い
な
い 

そ
の
他 

回
答
な
し 

全体 n=713 100.0 52.0 3.5 8.4 24.3 2.1 20.6 20.6 1.7 1.8 

崇化館 n=35 100.0 25.7 0.0 0.0 40.0 0.0 37.1 17.1 2.9 0.0 

朝日丘 n=31 100.0 48.4 3.2 16.1 35.5 0.0 29.0 12.9 3.2 0.0 

豊南 n=31 100.0 48.4 9.7 3.2 32.3 3.2 12.9 29.0 3.2 3.2 

高橋 n=45 100.0 37.8 0.0 11.1 28.9 0.0 22.2 22.2 4.4 2.2 

上郷 n=25 100.0 72.0 0.0 4.0 8.0 0.0 8.0 12.0 0.0 4.0 

高岡 n=30 100.0 43.3 3.3 16.7 20.0 0.0 13.3 23.3 0.0 6.7 

保見 n=159 100.0 52.2 4.4 10.7 17.6 2.5 15.1 25.8 0.6 1.3 

猿投 n=10 100.0 60.0 0.0 10.0 0.0 10.0 10.0 20.0 10.0 10.0 

猿投台 n=21 100.0 57.1 0.0 9.5 9.5 0.0 14.3 28.6 0.0 0.0 

石野 n=1 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

松平 n=5 100.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 

竜神 n=25 100.0 48.0 4.0 4.0 44.0 4.0 24.0 20.0 0.0 0.0 

美里 n=34 100.0 44.1 5.9 17.6 23.5 0.0 26.5 17.6 5.9 0.0 

逢妻 n=42 100.0 64.3 4.8 9.5 28.6 0.0 33.3 4.8 4.8 0.0 

若園 n=18 100.0 44.4 5.6 5.6 22.2 5.6 22.2 44.4 0.0 0.0 

梅坪台 n=29 100.0 69.0 0.0 3.4 20.7 3.4 13.8 17.2 3.4 0.0 

前林 n=7 100.0 71.4 0.0 14.3 42.9 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 

益富 n=2 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

末野原 n=25 100.0 68.0 4.0 4.0 16.0 0.0 36.0 4.0 0.0 4.0 

井郷 n=16 100.0 62.5 6.3 0.0 31.3 6.3 31.3 18.8 0.0 0.0 

藤岡 n=11 100.0 45.5 9.1 9.1 36.4 0.0 27.3 18.2 0.0 0.0 

藤岡南 n= 100.0 57.1 0.0 7.1 7.1 7.1 21.4 21.4 0.0 0.0 

小原 n=14 100.0 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

足助 n=2 100.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 

下山 n=2 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

旭 n=2 100.0 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

稲武 n=1 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

浄水 n=17 100.0 52.9 5.9 5.9 35.3 0.0 17.6 23.5 0.0 0.0 

災害時に避難する場所や助けを求める場所（居住地区別） 
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問 30 
あなたは、多言語または分かりやすい日本語で防災訓練や講習会を開催する場合、

どんな内容なら積極的に参加しますか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「災害時の正しい行動（災害が起きたら、まず何をするのか）」が 59.3%と最も高く、次いで

「避難所の場所や行き方、避難所での過ごし方・ルール」が 52.6%、「災害時、市が行う外国

人への対策」が 43.8%と続いています。 

 

 

 

 

 

 

59.3

52.6

43.8

41.0

36.6

33.9

24.3

24.0

21.6

17.5

2.2

2.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

災害時の正しい行動（災害が起きたら、まず何をするのか）

避難所の場所や行き方、避難所での過ごし方・ルール

災害時、市が行う外国人への対策

外出先での避難方法

災害時に持ち出すもの

食料や水の備蓄

母国との連絡方法

家具の転倒防止方法など、家の中の安全対策

大地震の揺れの疑似体験

過去の大災害の事例や教訓など

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

（％） 

防災訓練や講習会を開催する場合、どんな内容なら積極的に参加するか 
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２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「災害時の正しい行動（災害が起きたら、まず何をするのか）」「避難所の場所や行き方、避難所での過ごし方・ルー

ル」が高くなっています。また、「災害時、市が行う外国人への対策」「外出先での避難方法」も高くなっています。 

 

 防災訓練や講習会を開催する場合、どんな内容なら積極的に参加するか（国籍別） 

1
2
7
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問 31 
あなたが、災害時に情報を入手する手段として決めているものは何ですか？ 

（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○災害時に情報を入手する手段として決めているものについて、「キャリア緊急速報メール」が

48.1%と最も高く、次いで「SNS（LINE,Facebook,Twitter など）」が 45.6％、「テレビ」

が 41.5％、「緊急メールとよた」が 36.9％、「インターネット（気象庁 HP など）」33.1％と

なっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○市民意識調査と比べ、「キャリア緊急速報メール」、「SNS（LINE,Facebook,Twitter など）」

の方が、テレビよりも優先順位は高くなっています。 

 

 

 

 

48.1

45.6

41.5

36.9

33.1

20.9

17.1

16.0

13.2

1.7

0.4

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

キャリア緊急速報メール

ＳＮＳ（LINE, Facebook, Twitterなど）

テレビ

緊急メールとよた

インターネット（気象庁HPなど）

同じ出身国の友達や知り合いに聞く

日本人の友達や知り合いに聞く

防災アプリ（Safety tipsやyahoo!防災速報など）

ラジオ

決めていない

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

63.3

53.6

31.6

30.2

30.2

29.3

27.3

15.6

13.8

11.2

6.6

1.2

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

テレビ（ＮＨＫや民放）

緊急速報メール

緊急メールとよた

インターネット（気象庁HPなど）

テレビ（ひまわりネットワーク）

防災ラジオ

インターネット（市HP・市防災気象情報ｻｲﾄ）

防災アプリ（yahoo!防災速報など）

防災行政無線

ＦＭとよた ラジオ・ラフィート

豊田市公式ＳＮＳ（LINE, Facebook, Twitter）

その他

回答なし

ｎ＝

市民意識調査（R１） 3,639

（％） 

（％） 

＊１ キャリア緊急速報メール（KDDI、ソフトバンク、ドコモなど） 

＊１ 

＊１ 緊急速報メール（KDDI、ソフトバンク、ドコモなど） 

＊２ インターネット（市ホームページ・豊田市防災気象情報サイト） 

＊１ 

 

＊2 

 

災害時に情報を入手する手段 



第９章 防災について 

129 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、ベトナム、その他では「ＳＮＳ(LINE, Facebook, Twitter など)」が、中国では「キャリア緊急速報メール（KDDI、

ソフトバンク、ドコモなど）」が、フィリピンでは「テレビ」が、それぞれ最も高くなっています。また、中国では「ＳＮＳ(LINE, Facebook, Twitter

など)」が、ベトナムでは「テレビ」が他の国に比べて低くなっています。 

 
災害時に情報を入手する手段（国籍別） 

1
2
9
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 第 10 章 情報・サービスについて 

 

１ 情報の入手方法 

問 32 あなたは、生活に必要な情報を何で入手していますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「回答なし」を除いた 98.9％の人が情報の入手方法があると回答しており、１人あたり 3.73

個の方法を持っています。なお、前回調査の 3.77 個と比較すると 0.04 個少なくなっていま

す。 

○その入手方法は、「家族や親せき」が 53.0%と最も高く、次いで「インターネット」（51.9%）、

「ＳＮＳ（Facebook や Twitter など）」（50.4%）と続いています。 

 

 

53.0

51.9

50.4

38.8

32.4

25.8

25.1

14.6

12.3

11.4

10.4

8.6

6.2

5.5

5.3

5.3

3.9

2.4

2.1

1.8

1.3

0.3

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

家族や親せき

インターネット

ＳＮＳ（FacebookやTwitterなど）

日本人の友達や知り合い

日本人以外の友達や知り合い

会社や学校

日本語のテレビ、ラジオ

豊田市役所のＨＰ

母国語のテレビ、ラジオ

大使館や領事館

豊田市役所の相談窓口

母国語の新聞や雑誌

豊田市役所の広報誌「広報とよた」のデジタルブック

日本語の新聞や雑誌

くらしの便利帳

母国の人が経営するレストランやスーパー

宗教施設

啓発イベントなど

豊田市国際交流協会（ＴＩＡ）の相談窓口

豊田市国際交流協会（ＴＩＡ）のＨＰ

日本語教室（ボランティア、NPO、国際交流協会の教室など）

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2） 713

情報の入手方法の個数 

全体    １人あたり 3.73 個 

ブラジル  １人あたり 4.25 個 

中国    １人あたり 3.17 個 

ベトナム  1 人あたり 3.43 個 

フィリピン １人あたり 3.95 個 

その他   １人あたり 3.09 個 

（％） 

生活に必要な情報の入手方法 
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２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、１人あたりがもつ情報の入手方法は、ブラジルが 4.25 個と最も多く、次いでフィリピンが 3.95 個、ベトナムが 3.43 個、中国

が 3.17 個、その他が 3.09 個となっています。 

○ベトナムを除いたいずれの国においても「家族や親せき」が高くなっており、特にフィリピン（64.5％）と、ブラジル（61.4％）が高くなってい

ます。全ての国で「インターネット」は高い傾向にあり、特にブラジルでは 62.1％となっています。ベトナムでは「ＳＮＳ（Facebook や Twitter

など）」が 71.1％と最も高く、中国では、他の国と比べて「ＳＮＳ（Facebook や Twitter など）」、「母国語のテレビ、ラジオ」が低くなってい

ます。 

 

 

生活に必要な情報の入手方法（国籍別） 

1
3
1
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86.9

48.7

35.9

9.7

8.4

7.5

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

Facebook

LINE

WhatsApp

Twitter

We chat

その他

回答なし

ｎ＝

本調査（R2）359

問 32-1 どのような SNS を使いますか（生活に必要な情報の入手先として）。 

（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○生活に必要な情報の入手先としての SNS の使用について、「Facebook」が 86.9％と最も高

く、次いで「LINE」が 48.7％、「WhatsApp」が 35.9％、「Twitter」が 9.7％、「Wechat」

が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、ベトナム、フィリピン、その他では「Facebook」が最も高くな

っています。中国では、「Wechat」が 82.8％と最も高く、次に「LINE」（72.4％）が高くな

っています。ブラジルは、「Facebook」の次に、「WhatsApp」（72.3％）も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

どのような SNS を使うか（国籍別） 

どのような SNS を使うか 
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２ 充実してほしい情報提供の内容 

問 33 あなたが充実してほしい、母国語での情報は何ですか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○充実してほしい、母国語での情報は「保健・医療・福祉の情報」67.9％が最も高く、次いで、

「災害などの緊急時の対応の情報」が 46.3％、「仕事の情報」が 44.5％、「日本語学習の情

報」が 36.2％と続いています。 

 

2）他調査との比較分析結果 

○「特になし」、「回答なし」を合わせた 9.5％を除く、90.5％の人が情報提供を充実してほしい

と思っていると回答しており、１人あたり 3.62 分野となっています。 

○前回調査と比較すると、「子育て・子どもの教育の情報」、「公共交通機関の情報」を除く全ての

分野で高くなっており、「仕事の情報」が 9.7 ポイント、「保健・医療・福祉の情報」が 7.7 ポ

イント、「日本語学習の情報」が 6.1 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

67.9

46.3

44.5

36.2

26.9

25.5

25.5

22.2

20.9

7.4

1.8

2.1

60.2

43.6

34.8

30.1

26.0

33.0

21.6

21.6

24.0

12.9

2.6

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

保健・医療・福祉の情報

災害など緊急時の対応の情報

仕事の情報

日本語学習の情報

イベント・レジャーの情報

子育て・子どもの教育の情報

地域の生活ルールの情報

住宅の情報

公共交通機関の情報

特になし

その他の情報

回答なし

本調査 市民意識調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 342

充実してほしい、母国語での情報の個数 

全体    １人あたり 3.62 分野 

ブラジル  １人あたり 3.75 分野 

中国    １人あたり 3.14 分野 

ベトナム  1 人あたり 3.82 分野 

フィリピン １人あたり 3.87 分野 

その他   １人あたり 3.28 分野 

（％） 

充実してほしい情報提供の内容 

前回調査（H28） （R2） 



 

134 

3）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、全ての国で「保健・医療・福祉の情報」がいずれも 55％以上と最も高くなっています。ブラジル、ベトナム、フィリピンでは、

「仕事の情報」、「災害など緊急時の対応の情報」もそれぞれ 45％以上と高くなっています。中国は「特になし」が他の国と比べて高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実してほしい情報提供の内容（国籍別） 

1
3
4
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３ 制度・支援サービスの認知度 

問 34 
あなたは、次の制度やサービスがあること、または利用方法などを知っていますか。

知っているものを教えてください。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「回答なし」の 4.3％を除く、95.7％の人が知っている制度・支援サービス等は１人あたり

5.03 項目となっています。 

○認知度が高い項目は、「家庭で出るごみの分別方法・粗大ごみの出し方」が 58.6%と最も高く、

次いで、「消防車や救急車を呼ぶときの電話のかけ方」が 58.3%、「休日や夜間の急病のとき

に行く病院」が 40.4%と続いています。 

2）他調査との比較分析結果 

○知っている制度・支援サービス等は、前回調査では１人あたり 5.22 項目となっているのに対

して本調査では 5.03 項目となっており、0.19 個少なくなっています。 

○前回調査と比べると、「緊急メールとよた」が 3.9 ポイント、「介護保険制度」が 1.4 ポイン

トとそれぞれ高くなっています。一方「こども園の入園や小学校・中学校の入学のし方」は 8.42

ポイント、「各種がん検診や歯科検診、胸部Ｘ線検査などの成人の検診」は 8.13 ポイントな

ど、多くの項目で低くなっています。 

○ただし、前回調査については、本調査と選択項目が違うため、グラフに表示できない項目があ

ります。  
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58.6

58.3

40.4

40.0

38.8

29.7

29.2

26.4

20.9

20.5

17.3

14.9

12.9

11.9

11.5

10.7

9.1

9.0

7.7

7.0

6.0

4.3

64.9

61.7

44.7

40.9

43.0

33.9

26.9

34.5

21.1

28.9

21.9

18.1

11.7

7.6

10.2

9.9

9.4

7.0

5.6

9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

家庭で出るごみの分別方法・粗大ごみの出し方

消防車や救急車を呼ぶときの電話のかけ方

休日や夜間の急病のときに行く病院

国民健康保険制度

粗大ごみ・家庭用品の処分のし方

出生や死亡、転居のときの届出のし方

国民年金制度

各種がん検診や歯科検診、胸部Ｘ線検査などの成人の検診

市県民税や固定資産税などの口座振替制度

こども園の入園や小学校・中学校の入学のし方

妊産婦健診や乳幼児健診などの検診・教室

豊田市多言語サービスデスク

子ども医療や母子家庭等医療費の助成制度

放課後児童クラブ

緊急メールとよた

交流館・コミュニティーセンターの会議室などの利用のし方

スポーツ施設の予約のし方

子育てや教育に関する相談場所

法律・家庭の悩みごと、行政手続などの相談場所

介護保険制度

国際まちづくり推進課Facebook（簡単な日本語による情報発信）

回答なし

本調査 市民意識調査(H28) 

ｎ＝

本調査（R2） 713

前回調査（Ｈ28） 342

（％） 

＊１ エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・パソコンの処分の仕方 

＊2 妊産婦健康診査や乳幼児健康診査などの母子のための検診・教室 

＊3 国際まちづくり推進課 Facebook での簡単な日本語を使った情報発信 

＊１ 

＊2 

＊3 

制度・支援サービスの認知度 

（R2） 前回調査 
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3）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「回答なし」を除いた回答数が、中国では 717 件で一人当たり 6.29 項目、ベトナムでは 323 件で一人当たり 2.99 項目とな

っています。 

〇いずれの国においても「家庭で出るごみの分別方法・粗大ごみの出し方」が 45％以上となっています。ベトナムを除いたいずれの国においても

「消防車や救急車を呼ぶときの電話のかけ方」、「休日や夜間の急病のときに行く病院」、「国民健康保険制度」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体    １人あたり 5.03 項目 

ブラジル  １人あたり 5.23 項目 

中国    １人あたり 6.29 項目 

ベトナム  1 人あたり 2.99 項目 

フィリピン １人あたり 5.50 項目 

その他   １人あたり 4.52 項目 

制度・支援サービスの認知度（国籍別） 

1
3
7
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４）豊田市での居住年数別の分析結果 

○豊田市での居住年数別にみると、おおよそ経年に従って知っている制度・支援サービスの数が多くなっていますが、大きな差は見られませんでし

た。また、「回答なし」を除いた回答数が、10 年以上 20 年未満では 949 件で一人あたり 6.83 項目と最も高く、１年以上５年未満では回答数

が 996 件で一人あたり 3.49 項目となっています。 

〇すべての年数で「家庭で出るごみの分別方法・粗大ごみの出し方」が 50％以上と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体         １人あたり 5.03 項目 

１年未満       １人あたり 4.13 項目 

１年以上５年未満   １人あたり 3.49 項目 

５年以上 10 年未満  １人あたり 5.72 項目 

10 年以上 20 年未満 １人あたり 6.83 項目 

20 年以上 30 年未満 １人あたり 6.19 項目 

30 年以上      １人あたり 6.50 項目 

制度・支援サービスの認知度（居住年数別） 

1
3
8
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４ 知っている、行ったことがある観光地・施設等 

問 35 
豊田市内の観光地・施設や文化・芸術施設で知っているものを教えてください。ま

た、知っているもののうち、行ったことがあるのはどこですか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○知っている、行ったことがある観光地・施設等について、「２回以上行ったことがある」と「１

回行ったことがある」をあわせた“行ったことがある”でみると、「豊田スタジアム」が 65.0%

と最も高く、次いで「鞍ケ池公園」が 58.8%、「三州足助屋敷・香嵐渓」が 36.4%と続いて

います。また、本調査とは質問の回答形式が違いますが（本調査…単数回答、前回調査…複数

回答）、参考として、前回調査結果のグラフを併せて掲載しています。 
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12.5%

6.0%

19.5%

13.5%

3.1%

1.4%

3.1%

10.2%

17.0%

46.3%

22.2%

9.7%

48.4%

13.3%

2.8%

25.2%

2.1%

2.4%

5.5%

7.0%

2.7%

6.6%

2.9%

3.9%

12.5%

6.2%

8.6%

9.4%

6.3%

2.7%

5.3%

5.8%

6.0%

18.7%

12.8%

12.3%

10.4%

8.8%

4.8%

11.2%

3.2%

2.0%

5.9%

6.0%

5.6%

5.9%

5.8%

4.8%

29.3%

16.1%

18.8%

13.3%

15.1%

12.5%

16.8%

13.9%

14.3%

16.5%

20.2%

20.9%

9.7%

19.2%

10.0%

9.0%

7.7%

5.6%

7.4%

9.3%

11.1%

10.7%

15.1%

14.9%

32.4%

55.8%

40.0%

47.4%

59.3%

66.2%

58.2%

54.6%

47.3%

10.8%

29.9%

41.2%

20.9%

44.6%

65.9%

40.4%

70.4%

73.1%

64.5%

60.7%

64.1%

60.7%

59.3%

59.2%

13.3%

15.8%

13.2%

16.4%

16.1%

17.3%

16.5%

15.6%

15.4%

7.7%

15.0%

15.8%

10.7%

14.0%

16.5%

14.2%

16.5%

17.0%

16.7%

17.0%

16.5%

16.1%

16.8%

17.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊田市美術館

豊田市コンサートホール・

能楽堂

豊田市中央図書館

豊田市民文化会館

豊田市郷土資料館・近代

の産業とくらし発見館

豊田市民芸館

豊田市防災学習センター

豊田市交通安全学習セン

ター

豊田市国際交流協会

（TIA）

豊田スタジアム

スカイホール豊田

トヨタ会館

鞍ケ池公園

猿投山・猿投温泉

松平郷

三州足助屋敷・香嵐渓

和紙のふるさと

香恋の里

旭高原元気村

どんぐりの里 いなぶ

ふじの回廊（藤の花の遊

歩道）

足助の古い町並み

足助城

とよたエコフルタウン

２回以上行ったことがある １回行ったことがある

知っているが、行ったことはない 知らないし、行ったこともない

回答なし

ｎ＝713
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っている、行ったことがある観光地・施設等（本調査（Ｒ２）） 

一人あたり 8.38 か所 
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知っている、行ったことがある観光地・施設等（前回調査（Ｈ28）） n=342 

1 人あたり 5.36 か所 
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 第 11 章 消防・救急について 

 

１ 「多言語コールセンター」があることを知っているか 

問 36 
119 番通報時に５か国語に対応できる「多言語コールセンター」があることを知

っていますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○「多言語コールセンター」があることを知っているかについて、「知っている」が 31.8%、「知

らない」が 66.6%となっています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べて、「知っている」が 13.1 ポイント高くなっています。 

 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国においても「知らない」が「知っている」を上回っており、特に

中国では「知らない」が 76.9%と高くなっています。 

 

 

  

31.8%

18.7%

66.6%

78.1%

1.5%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

知っている 知らない 回答なし

713

ｎ＝

342

31.8%

34.9%

19.7%

25.4%

38.3%

36.1%

66.6%

64.7%

76.9%

71.9%

60.7%

61.9%

1.5%

0.4%

3.4%

2.6%

0.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

「多言語コールセンター」があることを知っているか（国籍別）

知っている 知らない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

「多言語コールセンター」があることを知っているか 

（R2） 
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47.6

39.6

21.1

18.3

3.8

2.1

5.1

53.6

23.6

19.9

3.4

16.9

7.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自分で電話をかけることができる

家族や友達に消防車や救急車を呼んでもらう

同じ職場の人に消防車や救急車を呼んでもらう

自分でタクシーや車を使って病院へ行く

近くの消防署に自分で行く

その他

回答なし

本調査 前回調査(H28)

ｎ＝

本調査（R2） 475

前回調査（Ｈ28） 267

２ 消防車や救急車が必要な場合の対応 

問 36-1 あなたは、消防車や救急車が必要な場合どうしていますか。（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○多言語コールセンターを「知らない」と答えた人、に消防車や救急車が必要な場合の対応につ

いて聞いたところ、「自分で電話をかけることができる」が 47.6％と最も高く、次いで「家族

や友達に消防車や救急車を呼んでもらう」が 39.6%、「同じ職場の人に消防車や救急車を呼ん

でもらう」が 21.1%と続いています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べると、「家族や友達に消防車や救急車を呼んでもらう」が 14.0 ポイント低く

なっています。 

また、一番高い「自分で電話をかけることができる」は前回調査から選択肢を追加した項目と

なっています。「自分で電話をかけることができる」を追加したぶん、そのほかの選択肢の割合

が前回調査よりも低い傾向にあると考えられます。 

 

 

 

 

  
（％） 

消防車や救急車が必要な場合の対応 

（R2） 
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３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国、その他では「自分で電話をかけることができる」が、ベト

ナムでは「同じ職場の人に消防車や救急車をよんでもらう」が、フィリピンは「自分で電話を

かけることができる」「家族や友達に消防車や救急車を呼んでもらう」がそれぞれ最も高くな

っています。 

 

 

 

  

消防車や救急車が必要な場合の対応（国籍別） 
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 第 12 章 税金について 

 

１ 住民税の制度について 

問 37 
あなたは、住民税（市民税、県民税）が前年所得に対してかかり、１月１日現在の

居住実態で納税義務が判断されることを知っていますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○住民税の制度について、「知っている」が 85.7%、「知らない」が 13.5%となっており、「知

っている」が上回っています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べ、「知っている」が 17.3 ポイント高くなっています。 

 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国においても「知っている」が「知らない」を上回っており、特に

ブラジルでは 95.2%と高くなっています。 

 

 

  

85.7%

68.4%

13.5%

27.2%

0.8%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

知っている 知らない 回答なし

713

ｎ＝

342

85.7%

95.2%

77.8%

85.1%

86.0%

70.1%

13.5%

4.4%

20.5%

14.9%

13.1%

27.8%

0.8%

0.4%

1.7%

0.0%

0.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

住民税の制度について（国籍別）

知っている 知らない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

住民税の制度について 

（R2） 
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２ 納税管理人の指定について 

問 37-1 
あなたは、国外に出国する際、税の通知をあなたに代わって受けとる人（納税管

理人）を指定する必要があることを知っていますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○納税管理人の指定について、「知っている」が 37.4%、「知らない」が 61.0%となっており、

「知らない」が上回っています。 

 

２）他調査との比較分析結果 

○前回調査と比べ、「知っている」が 13.5 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

３）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、いずれの国においても「知らない」が「知っている」を上回っています。特

に中国では 76.1%と高くなっています。 

 

 

 

  

37.4%

24.0%

61.0%

71.1%

1.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

前回調査(H28)

知っている 知らない 回答なし

713

ｎ＝

342

37.4%

44.5%

18.8%

43.9%

37.4%

34.0%

61.0%

55.1%

76.1%

55.3%

61.7%

63.9%

1.5%

0.4%

5.1%

0.9%

0.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

納税管理人の指定について（国籍別）

知っている 知らない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

納税管理人の指定について 

（R2） 
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 第 13 章 その他 

１ コロナウイルスの影響 

問 38 新型コロナウイルスの影響により困っていることはありますか。（単数回答） 

 

１）全体集計結果 

○コロナウイルスの影響について、「ある」が 59.6％、「ない」が 38.4％となっています。 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、「ある」が最も高かったのは、ベトナムが 83.3％、次いで中国（72.6％）

となっています。一方、ブラジルは「ある」が「ない」より低く 45.2％となっています。 

 

 

  

59.6% 38.4%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本調査

ある ない 回答なし

ｎ＝

713

ｎ＝

713

59.6%

45.2%

72.6%

83.3%

62.6%

53.6%

38.4%

52.6%

23.9%

16.7%

35.5%

44.3%

2.0%

2.2%

3.4%

0.0%

1.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

ブラジル

中国

ベトナム

フィリピン

その他

ある ない 回答なし

117

272

114

107

97

713

ｎ＝

ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝ｎ＝

コロナウイルスの影響（国籍別） 

コロナウイルスの影響 

（R2） 
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66.6

59.1

40.5

39.5

31.3

29.4

21.4

18.4

12.2

9.4

9.4

4.0

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

収束の見通しが立たないこと

収入の減少

母国の家族や親せきの状況

母国に帰れないこと

失業や休業

感染が不安で病院に行けないこと

自分や家族の感染

子どもの教育

外国人に対する差別

住居を失う恐れがあること

ＰＣＲ検査が受けられないこと

その他

回答なし

ｎ＝

本調査 425

 ２ コロナウイルスによって困っていること 

問 38-1 それはどんなことですか？（複数回答） 

 

１）全体集計結果 

○コロナウイルスによって困っていることについて、「収束の見直しが立たないこと」が 66.6％

と最も高く、次いで、「収入の減少」（59.1％）、「母国の家族や親せきの状況」（40.5％）、「母

国に帰れないこと」（39.5％）と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）国籍別の分析結果 

○国籍別にみると、ブラジル、中国、フィリピン、その他では「収束の見通しが立たないこと」

が最も高く、ベトナムでは「収入の減少」が最も高くなっています。また、ブラジルでは「住

居を失う恐れがあること」「失業や休業」が他の国に比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウイルスによって困っていること（国籍別） 

（％） 

（R2） 
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 アンケート票 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート票 
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